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午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（戸澤義典） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１３名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら令和６年第４回美幌町議会定例会、第 

１０日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（戸澤義典） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１２５条の

規定により、１番木村利昭さん、２番馬場

博美さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（戸澤義典） 諸般の報告を行いま

す。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（小室保男） 諸般の報告を申

し上げます。 

本日の会議につきましては、配付してお

ります議事日程のとおりであります。 

朗読については、省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

なお、吉住議員、体調不良のため本日欠

席の旨届出がありました。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（戸澤義典） 日程第２ 一般質問

を行います。 

昨日に引き続き、通告順により発言を許

します。 

１番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 〔登壇〕 おはよう

ございます。 

それでは、私からは通告しておりました

大きく１点、町長の政治姿勢と行政運営に

ついて質問をさせていただきます。 

町長のリーダーシップと機動力を持った

行政運営について。 

昨年９月定例会において、若手世代が住

み続けたいと思えるまちづくりについて一

般質問を行い、チーム美幌による課題解決

に向けた町長のリードについて、町長と議

論させていただきました。 

また、本年３月定例会においても、生産

年齢人口の移住定住対策について一般質問

を行い、議論や答弁を受けましたが、美幌

町の行政はチャレンジ力が低く、できない

ことへの見切りが早いと強く感じました。 

たとえ解決が困難なことでも、本当に突

破口はないのかを調査研究し、強い思いを

持ってチャレンジする熱意が、リーダーに

は最も大切であると私は考えます。 

前回の答弁を聞いて感じた私の気持ちを

端的に申し上げますと、このままなだらか

に衰退していくことはやむを得ないと受け

止めているように感じました。一般質問の

中継動画を傍聴されていた町民の方から

も、同様の意見をいただいています。 

守りだけでは前進はあり得ません。たと

え困難でも、高い目標を持って攻めること

ができなければ、現状維持もできないもの

と私は考えます。 

攻めの奇策、いわゆるチャレンジをした

ことでの一度や２度の失敗に、何か問題は

あるでしょうか。その失敗を失敗で終わら

せるのではなく、一度や２度の失敗を反省

し、それを生かして次につなげていくこと

が成功への唯一の道であると私は思いま

す。 

そして、そういった取組の姿勢が、町民

の心も震わせることにつながると私は考え
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ます。 

新たなことに先進的に立ち向かうことの

できる機動性を持った行政運営、そして、

町民が一丸となって美幌町の課題解決・ま

ちづくりに取り組んでいくための検討をど

のように行っているのかを踏まえ、行政組

織の現状の意思決定の流れはどうなってい

るのかと、３役と部長職の役割分担はどう

なっているのかをお伺いします。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 〔登壇〕 木村議員

の御質問に答弁いたします。 

町長の政治姿勢と行政運営についてです

が、御質問にお答えする前に、行政運営を

行うに当たっての私の考えを述べさせてい

ただきます。 

私は、美幌町行政の最高責任者として、

少なくとも、失敗することを前提、もしく

は、そのリスクが高いものについて挑戦す

ることは適当でなく、また、町民の皆様に

しっかりと説明できる内容の施策を展開す

る責任があると考えております。 

他方で、私が、新規施策の内容について

指示する際、よく用いる言葉にスピード感

というものがありますが、これは暗に早さ

を求めるものではなく、現実可能性を見極

め、適切な時期を逸することなく実行する

ことという意で用いております。 

町が抱える多くの課題や問題に対し、新

たに施策を展開すべきものについては、そ

れを確実に成功するための背景・状況・機

会・条件などがそろったときに、それを可

能な限り迅速に打ち出していく、そのよう

な姿勢で臨んでおります。 

行政運営は、もちろん私だけではなく、

全ての職員が町民皆様の生活を支え、か

つ、未来をつなぎ、持続可能な町政を実現

することを基本に、業務に当たっておりま

す。私は、そのリーダーとして、マニフェ

ストに代表される政治的公約や、今この瞬

間に必要な施策等について、時に指示し、

時に職員からの提案に判断するという役割

を担っております。 

私だけではなく、全ての職員が衰退して

いくことをやむを得ないと悲観的に捉えて

はおりません。各種データや分析結果を冷

静に判断し、現在、そして、未来の美幌の

ための政策や方向性を打ち出しておりま

す。 

町民の皆様に町の姿勢が届いていない部

分があるのは課題だと捉えておりますが、

今後も行政運営の基本を軸に、業務を行っ

てまいりたいと考えております。 

お尋ねの行政組織の現状の意思決定の流

れはどうなっているのか、及び３役と部長

職の役割分担はどうなっているのかについ

てでありますが、意思決定には大小様々な

ものがあり、美幌町文書取扱規程の規定に

基づき、副町長、部長、課長等にそれぞれ

専決権が付与されているところですが、町

の重要施策に係るものについては、方向性

の確認などを担当各部の職員と私とで行っ

た後、３役と部局長、総務課長及び財政課

長で構成する政策会議という庁内会議に議

題として諮り、意思決定を行っているとこ

ろであります。 

また、年２回程度、３役と各部長職とで

個別に執行状況の確認と指示、各部長から

は相談や確認を行う機会を設け、そこで方

向性の認識を統一しております。 

今後も様々な課題に真摯に、そして迅速

に立ち向かっていくために、私を先頭に職

員一同で進めてまいりますので、よろしく

お願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 町長から今、御答弁

いただいて、こちらからの質問にお答えす

る前にということで、町長のお気持ちとい

うかお考えをまず、お話いただきました。 

町長からそのようなお話をいただきまし

たので、私も今回の質問の意図をしっかり
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お伝えしたいと思います。 

平野町長の人間性から見たら、私はまだ

つぼみにもなっていない若輩者です。しか

し、この５年間、議員として平野行政と向

き合って、美幌町をよい方向に変革させる

ために課題と感じていたことを今回、質問

にさせていただきました。 

これからのまちづくりは、単に行政だけ

が頑張れば何とかなるものではない、私も

そう思っておりますし、町民が一丸となっ

て、チーム美幌として役割を果たしていく

ことが求められていくと思っています。 

そのためにもまずは、やはり行政組織が

一丸となって、高い理想とモチベーション

を持って、そのことを町民にもしっかり共

有しながら進んでいくことが必要であるの

ではないかと思います。 

その思いを私なりに強く伝えたいと思い

ましたので、このような質問をさせていた

だきました。 

町長の答弁にありましたが、私も失敗前

提の話はしていません。ただ、リスクが高

いものも、そのリスクに対して得られる結

果が大切だと私は思っています。 

もちろん、そのリスクを冒したことで得

られる結果がそれほどのものではないもの

に対して、チャレンジする必要があるかど

うかというのは、私も慎重になるべきかと

思います。 

ですが、やはりこれからの時代、今まで

の時代の流れ、スピードと全然違う。それ

は多分、平野町長も感じられていると私は

思っておりますけれども、これから美幌町

としても単独で様々なことに、今までやっ

たことがないことに挑戦していかないと変

革は得られないと思っておりますし、リス

クをどう下げられるかをしっかり検討し

て、現状打破のためにチャレンジすること

も必要だと思いますが、、その点を踏まえ

てもう一度、いかがでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 施策を進めるときに

どのような形というよりも、短期的に今や

らなければいけないものなのか、将来を見

据えてという部分の二つが大きく考えられ

ると思っております。 

その中で、組織体が今、職員のモチベー

ションという話をされましたけれども、不

十分ではない、それぞれ職員のモチベーシ

ョンは悪くないと私は思っております。 

問題は、そのモチベーションというか思

いだけではなくて、それがどの方向に進む

とか、その気持ちプラスいろいろ学ぶと

か、それから町民がどのようなニーズを持

っているかということに対する受け止めを

しっかり学んでいくことが必要、力をつけ

ていくということが大事なのかなと思って

おります。 

リスクが多いものをチャレンジというよ

りも、政策等をしていかないということで

はないと私は思うのです。リスクが多くて

も、今やらざるを得ない施策もたくさんあ

ると思うのですね。 

その意味では、組織としての協議をした

中で、特に政策的に支出が伴う、言うなら

ば、負担が伴う行為については、皆様方の

しっかりとした御意見をいただいた中で判

断をしていかないと、そのことが町民のた

めにならないこともあり得るかもしれない

ということだと思うのです。そこの見極め

というのは、やはりトップとしてしなけれ

ばいけないと思っています。 

言葉的には今、木村議員が言うことは分

かるのですけれど、では、具体的にそれは

何と、そのようなものがあるのであれば、

具体的にこれとか、そのようなことを言っ

ていただきたい。 

言うならば、私ができるものについて

は、具体的にこのこと、このこととマニフ

ェストにもきちんと挙げていますし、今、

解決しなければいけないのは、具体的にこ

れをしなければいけないということで、皆

さんにお諮りするものは具体的にしている

つもりであります。 
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○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） それでは、少し大き

いお話になるかと思いますが、これは、お

答えする側も難しいかなと思いながらも、

どこまでどのように。 

私、町長と５年間向き合わせていただい

て、多分、町長はどちらかというと、課題

をとらえてその課題をどのように解決して

いくか、その課題を解決していくためにリ

スクを少なくしていくというか、現実的に

していくためにどのようにしていくかとい

うところから、政策とかを考えていかれる

方なのかなと、私は個人的に思っていま

す。 

どちらかというと私は、先に大きい理想

とか、美幌町をこのようにしたいなという

大きな理想を掲げて、このような美幌町に

したいというところに対して、それをかな

えるためにはどのような課題があるのか、

その課題を解決するためにはどのようなリ

スクがあるのか、それをどう削っていくか

と考えて、その理想、目標、目的に向かっ

て頑張っていこう、課題を解決して、この

課題を解決したらこの目標にたどり着ける

よというモチベーションのつくり方をしな

がら、何かを考えたりやっていくという考

え方なのです。 

ですので、私がこの５年間、町長と向き

合っていて、ずっと疑問に思っていたの

は、町長の思う理想の美幌町というのはど

のような美幌町なのだろうと。 

なかなか分野が広いし、簡単に一言でお

答えできないかと思うのですが、今お話し

できる限りで構いませんので、町長の思う

理想の美幌町をぜひ、聞かせていただきた

いです。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 捉え方が非常に大き

くて、これも聞き方によってはまた、特定

な思いというか、特定なことしか考えてい

ないと思われるかもしれません。 

何度も言いますけれども、基本的には、

今、住んでいる町民の方々それぞれの満足

度を上げていくということが、一般的なし

っかりした考えです。 

満足というのは現状ですけれども、将来

に持続可能なということで、これからの美

幌をしっかり形成していくことができるた

めの考えとして、いろいろなことを将来に

向けて考えなければいけないと思っていま

す。 

私は、理想論というのはよく言うのです

けれども、では、理想論とはどのようなも

の、例えば幸せなまちにとか、それが理想

なのかというとそれは当たり前の話の部分

です。 

その一つとして私が常に言ってきたの

は、今、うちはしっかりと総合計画を定め

ており、その実現に向けて努力すべきだ

と。 

これは、申し訳ないですけれども、平野

個人ではなくて、町民全体でこれからの美

幌をどうしていこうということで、キャッ

チフレーズも全部定めてつくって、その実

現に向けてきちんと努力すべきだと考えて

います。 

ですから、その考え方に対して異を唱え

るのであれば、選挙に出るときに総合計画

の内容を変えるよということを言う必要が

ある。 

私は、今の総合計画の考え方をきちんと

実現すべきであるし、この部分について

は、このように具体的な施策としてやりま

すよということをマニフェストとして皆さ

んにお示ししていると思っております。 

なかなか将来こうだとか、そのような概

念論は今言う話ではないと思いますので、

繰り返しますけれども、具体的に今、私が

考えている方向性については、総合計画に

ある皆さんと協議したことを実現する。 

そのことが、きっとこれからの美幌町、

１０年後、２０年後、３０年後、ずっと将

来に向けて、本当にすばらしい町として継

続されると私は思っております。 
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○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 私もすごく漠然とし

た大きな質問をしてしまいましたので、町

長がお答えするのも多分、難しいところが

あるのかなと思います。今の回答について

は、理解したいと思います。 

先ほど、町長から具体的なところを指摘

してほしいというお話をいただきました。 

今回の質問の意図の中には、意思決定の

お話とかも入っているところではあるので

すけれども、ここ最近でいくと、町の重要

施策として第Ⅳ期埋立処分場の計画、みど

りの村の改修、そして小中一貫校の設置に

関する計画、ほかにもあると思いますが、

私が今大きく捉えているのはこの三つで

す。 

町長は答弁の中で、適切なタイミングで

スピード感を持ってというお話、そして、

３役と部局長等で行う政策会議で諮って意

思決定を行っているとおっしゃっていたと

思います。 

それでは、今お話をしたこの町の重要施

策、私が三つ申し上げました埋立処分場、

みどりの村、小中一貫、このような施策、

課題についてもしっかり適切なタイミング

で早い段階から課題として捉え、適切なタ

イミングで議論して来たのでしょうか。こ

こを教えてください。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 適切なタイミングか

どうかというのは、今、私がこうだと判断

したと言う状況ではないと思います。 

私が町長になって、ごみの処分場につい

ては、このような状況でなければいけない

という一つの計画に基づいて、それはしっ

かり進めていただきたいという中で指示も

出していますし、その中で、新たな動きと

して、従来の埋立てという行為について

は、新たな補助制度としてそれを補完して

もらえるものはなく、必ず、中間処理をし

なさいという動きの中で話が出てきまし

た。 

その中でまず、私どもは定住圏が北見エ

リアでありますので、担当も私も北見にそ

の可能性をしっかり確認しました。北見圏

では難しいといった中で、今、進めている

斜網圏に私どもを加えていただきたいとい

う判断をし、進めている状況であります。 

ですから、私の立場としての進め方とす

れば、担当と協議しながらやっていると思

っております。 

学校については、もともと公約の中でお

話しており、ずっと教育長時代から小中一

貫教育をしっかりやってほしいと。前回も

そうですけれど、今回の公約の中で入れた

のは、義務教育学校を進めてほしいという

指示を出しております。 

この辺の速さは、皆さんがどう思うかと

いう部分でありますけれども、やはり議員

の中から従来の１０年とか、１０年以上か

けるようなスピードのなさでは、今の子供

たちの減少率からいったときに追いついて

いかないよと。 

要は、早い期間にそれを決着すべきだと

いう御意見があって、私は、今のスピード

で教育委員会には積極的に進めていただい

ていると理解しております。 

もう１点、みどりの村の部分について

は、何とか改修をしていきたいと、老朽化

もしている中でどうするかという部分の中

で、これも担当といろいろ悩んでいます。 

結局、財源確保をどうするかということ

が一つのポイントで、今回皆さんに対する

説明が不十分なところはあると理解もして

おります。 

ただ、皆さんとしても、みどりの村は町

民の多くが利用されていらっしゃるので、

そのためには今以上によくすべきだと、し

っかりとお金をかけてやるのであればやり

方はあるよねということを強く要望されて

いる中で、今回デジタルの交付金に採用さ

れないかと、担当も努力しましたけれど

も、私も足を運んでいろいろお願いしまし

た。その結果、今回、北海道で二つの事例
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の中の一つとして採用させていただいたと

思っています。 

その意味では、タイミング的にどうかと

いう部分は、私からどうこうではないので

すけれども、この三つの大きな課題につい

ては、私としては担当と前を向いてしっか

り進めているとお伝えしたいと思います。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 今の町長のお話でい

くと、私が今、挙げさせていただいた三つ

については、平野町長が町長になった段階

で、適切なタイミングで、町長の言うスピ

ード感を持って動いているということで、

そう捉えさせていただいてよろしいです

ね。 

それでは、それも踏まえて、これは平野

町長にだけというか、平野町長になってか

らの話だけではなく、今までの美幌町とい

う意味でお話をさせていただきたいと思い

ます。 

課題については今のこと、目先の課題を

今すぐに解決していかなければならないこ

とと、未来への投資、このバランスがすご

く大事だと私は思っています。 

やはり、先々のリスク、いつ起こるか分

からない、でも起こると被害が大きいとい

うリスクもあります。捉えられないリスク

ももちろんあると思うのですが、数字で出

ているものであったり、今後の動向であっ

たり、ある程度捉えて、課題感を持って動

いていくということができるものもある

と、私は思っています。 

私は、美幌町は昔から、今のことと目先

のことにすごく注力しているとは思うので

すが、未来への投資、ここに力が入ってい

ないのではないかなという印象を持ってい

ます。 

その点について、平野町長としてはいか

がでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） これもどう捉えたら

いいのか、未来に対する投資という部分に

ついて、人的な部分においては、今育つ子

供たちに対しての支援とか、それから、教

育環境の中における支援については、それ

なりにしていると私は思っています。 

物的なものとして将来これが必要だと

か、そのようなものに対してどうなのかと

いうのは、先ほども言いましたけれども、

どちらかというと、自分は総合計画をつく

ったときに関わった人間として、その中に

記載されているものを具体化して実現して

いくことが将来に対するものだと思ってお

ります。 

ですから、未来への投資という言わんと

する意味が私は理解できないです。何に投

資することが未来につながるかということ

を、これも言っていただきたい。言葉とし

ては分かるような分からないような。 

ですから、私はそれになかなか答えづら

いというのが本音でございます。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 具体例で申します

と、先日、美幌町における若手女性の人口

が２０５０年にはこのぐらいになるという

試算、推移が出ました。消滅可能性都市と

いうあの表現は、私も遺憾に思っていま

す。 

それだけが全てではないだろうと思って

いますが、でも、現実的に女性の人口は、

２０５０年には今から見て約３５％になる

と、これは事実だと思うのです。 

具体的に正確な数字を申し上げられない

ので恐縮なのですが、恐らく３０年、３５

年前から人口推移は出ていたと思うので

す。どのぐらいの年代がこのぐらいになる

とか、そのようなところで出ていた数字を

踏まえた上で、ここの人口がこうなったと

きに町の経済はどうなっていくのだろうと

か、それが今、目先の課題になってきてい

ると私は思っているのですよ。 

先ほど、町長は未来への投資という意味

で子供たちへの施策はやっていますと。 

それはもちろん、今、平野さんが町長に
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なって、これからの子供たちのためにとい

うことで、給食費の負担軽減であったり、

医療費の無償化とかをやられているという

ことは、もちろん重々承知していますし理

解しています。 

ただ、過去のことを言っても今は仕方な

いので、これからできることは、２０５０

年、２１００年、この先を踏まえたときに

今、私たちが何をやらなければ駄目なの

か。 

自治体として何をして人口がそうなって

しまうというデータが出ているわけですか

ら、そのときに向けて人口が減ってしまう

のは仕方ないかもしれない、でも、どのよ

うにしてそこの機能を維持していくかと

か、そのようなことに今から注力していく

必要があるのではないかなと思っての質問

です。 

ですから、これから先のことは分からな

いので、私は、過去の話しかできません。

過去の流れを見たときに、美幌町はそのよ

うなことを見据えた動きが弱かったのでは

ないかなと私は思っていて、平野さんはそ

こについてどう思いますかということをお

伺いしました。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 人口減少の話につい

ては、今日もこの後に御質問がありますの

で、その中でも触れますけれども、将来に

向けてそのような推計の中で減るというこ

とは分かっていたではないかと、それは分

かっております。その中で、今まで何もや

ってきていないということではないと思う

のです。移住施策とか、そのようなものを

やっております。 

今回、やはり強く思うのは、皆さんと町

全体で、オールといったときに、行政が関

わるものと行政でない人たちが関わるもの

について、しっかりとみんなで役割を考え

たらいいと思うのです。 

例えば、女性が減りますよといったとき

に何で減るのだという話になれば、簡単

に、女性に美幌町にいてもらうような施策

をすればいいのではないかと、それから、

若者が本当に喜ぶ政策をということではな

いのです。 

本質は何かというと、例えば、そのよう

な人たち、女性が高学歴化によって都会へ

出て学んで、地元に帰ってくるときの仕事

環境がなかったり、それから、企業の人た

ちというか、そのような社会全体の概念の

考え方を、国全体それから地方全体で一緒

に変えていかなければ駄目だという話で、

美幌町だけで何かという話ではないと私は

思っているのです。 

ですから、確かに、今までの隣町から美

幌に住んでもらうという論議とか、それも

それでいいのですけれど、この地域でどう

するかという話になったときに、例えば、

女性が地元に帰ってきて仕事ができる環

境、ということは、企業の中で女性が生涯

きちんと働いていけるような環境をつくれ

るのかどうか。 

それから、子育てするとき、要は、子供

を授かったときに、この地域であれば一般

的にみんな必ず非正規職員になってしまい

ます。そうではなくて、そのまま継続して

子供を十分育てて、そしてまた復帰して仕

事をしてくださいとか、そのような仕組み

を企業一つ一つにお願いしてやっていかな

い限り、変わっていかない。 

ですから、行政がやるということは、そ

れぞれの支出に対して、少しでも負担を軽

減するようなことしかできていないので

す。 

言うならば、住宅が高ければ住宅に対す

る補填をするとか、そのようなことを。で

も、本来、給与をしっかりもらえるような

仕組みとか、企業に協力してもらい、一緒

になって社会をつくらない限り、物事は変

わらないと思っています。 

私は、その辺、自分が今までの中で足り

ないとするならば、町長の役割として、一

つは、町のかじ取り役として、社会全体が
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具体的にこのようなことを変えていかなけ

れば駄目だということをしっかり伝える部

分と、それからもう一つは、役場という組

織体のトップとして、それに対して行政は

何を補完できるかということ。 

こちらについては、今まで子育てとか、

教育とかいろいろな施策の中でやってきた

つもりではあります。 

前段の、町民の方々に行政だけではなく

オール美幌として、これを変えていこう、

これをやろう、これは何とかならないかと

いうことの足りなさはあるのかなと、それ

はしっかり自分でも受け止めている状況で

はあります。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 私は町長になったこ

とはないので、町長の重圧とか、町長の感

じるところとはまた違う話にはなってしま

うかと思います。 

でも今、後半で町長がおっしゃられてい

たこと、要は、行政だけではなくて、美幌

町として役割を持って動いていくときにそ

このお願いをしたり、そこの課題を一緒に

共有したりとか、そのようなところにしっ

かりと美幌町のトップとして、リーダーと

して言葉を発せられるのは、私は町長しか

いないと思っています。 

その上で、今、民間企業と連携すること

も必要だとおっしゃられました。 

私もそのとおりだと思います。 

やはり、企業がどのようにして女性をし

っかり雇っていけるのか、企業としても女

性、そして若い人たちがこれから結婚して

子供をつくって、子供を育てていける、そ

のような土壌をつくっていくか、それは町

だけではどうにもできない、それはもう当

然だと思います。 

それぞれの企業に協力していただかなけ

ればならないし、１２０点満点何て言うの

は全ての人にあり得るわけではないと私は

思っていますので、やはりどこかで折り合

いをつけてやっていかなければならない部

分も必ずあると思います。 

ただ、その中で今、町長がその声を発す

る部分が今までは少し弱かったというお話

もされていました。 

例えば、美幌町でいうと行政、そして農

協、商工会議所、森林組合、いろいろな分

野の団体があると思うのですが、このよう

な各業界の団体と定期的に集まって、課題

を共有したり、意見交換したりする場とい

うのは現状、設けたりはされていらっしゃ

るのでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） それぞれの組織、団

体とは、私が町長になった段階でやらせて

いただいております。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 一堂に会して、みん

なでそれぞれの分野の課題も一緒に共有す

る場というのは、つくられていらっしゃい

ますか。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 頻繁に全体が集まっ

てやるということは、今まで多くはやって

おりません。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） なかなか、それぞれ

の業界の課題をほかの業界に知ってもらう

というのは、センシティブな部分もあるの

で難しいところもあるかなと思うのです

が、でもやはり、地域のことを自分ごとと

して捉えるためには、自分たちの業界の課

題だけをお互いに主張し合っていても解決

しないと、私は思うのですね。 

協力し合って、ここの分野についてはう

ちで担うから、こちらの分野についてはそ

ちらでお願いしますよとか、そのようにそ

れぞれの分野が抱える課題をまた別の分野

の人たちが捉える、そして一緒に考えてい

く場というのも必要かと思うのですが、そ

の辺りについてはいかがでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） そのとおりだと思い



 

－ 101 － 

ます。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 今、そのとおりだと

おっしゃっていただきました。 

その中で今、美幌町として仕事、本業で

はないけれどもまちづくりとして必要な部

分、例えば、町内会だったり、イベントだ

ったり、様々あろうかと思います。このよ

うなところの担い手も、美幌町としては影

響が出てきているし、今後も出てくるので

はないかと私は思っています。 

それぞれの業界との連携の中、そこから

またつながっていく話になると思います

が、企業の人材不足はやはり、美幌町のど

この企業に行ってもみんな口をそろえて言

います。 

そこの課題については多分、町長も捉え

られていると私は思いますが、今までは、

企業の人材不足というのは自分たちの企業

で努力してくださいと、それは自分たちの

企業で魅力を発信して人を集めてくださ

い、それは当然だったのだと思います。 

ですが、企業の魅力を美幌町の魅力とし

て外に伝える、内側でもそうですけれど

も、町民の人たちに再認識してもらう。こ

のようなことを町としても協力しながらや

っていかなければ駄目なのではないかなと

私は思います。 

ただ、企業の人材不足を解消するために

町がひと肌脱ぐだけではなくて、逆に、企

業の人材不足解消について美幌町も協力す

るし一緒にやるから、企業からは地域の課

題解決に協力してもらう。 

例えば、今でしたら部活動の地域移行と

か、そのようなところにも企業として一緒

に町の課題に協力してと、そのような取

組、連携をしていく必要もあるのかなと思

うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 今おっしゃられたこ

とは当然のことで、私はやっていると思っ

ております。それは、私だけではなくて担

当も含めてです。 

例えば、今の部活動の地域移行、これは

教育委員会でやっていますけれども、当

然、企業に勤めているいろいろな指導をす

る人たちの支援をしてもらわなければいけ

ないという話は、企業の方にもお話しして

います。 

それから、美幌の企業のＰＲということ

に対しても担当なりでやっています。 

ですから、今言われたことがそのとおり

ですと私が伝えたとした場合、やっていな

くて新たにやらなければいけない「そのと

おり」ということではなくて、やっていま

す。そのことをまだ深めることもしなけれ

ばいけないということの認識で捉えてくだ

さい。 

そのようなことでは、今まで私だけでは

なくて、私ども行政に関わる人間は、本当

に真剣にやらせていただいていると思って

おります。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 今、町長から力強く

やっていると御回答いただきました。それ

であれば、これが町民に伝わっていないこ

とが問題だと思います。 

もちろん、私のリサーチ不足の部分もあ

ると思いますので、もっとしっかりリサー

チしていきたいと思いますが、正直言っ

て、私もどのような動きをされていたのだ

ろうと見えていない、分かっていない部分

というのはたくさんあります。 

何度も申し上げますけれども、企業の自

助努力がまず大前提ですが、その中でも企

業だけでは立ち行かなくなってきている部

分もあると思います。 

やはり、町民の皆さんそして企業の皆さ

んは、このような意見交換をしたときに

今、町長がおっしゃったような取組をされ

ていると理解している方は、圧倒的に少な

いと思います。 

私は、もっと町長の声として情報発信を

すべきだと思います。 
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今、美幌町としてフェイスブックだった

り、ラインを持っていらっしゃると思うの

ですけれども、町長が直接自分で文言を打

たなくても、例えば、民間のアドバイザー

とかサポーターを活用して、町長がもっと

ＳＮＳだったりでタイムリーに声を発信す

る場、そのような場所をつくってはと思う

のですが、いかがでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 正直に言うと、その

ことについてはあまり考えておりません。

町長としては考えておりません。町として

の発信力が弱いのかなと思っています。 

ＳＮＳで発信している首長たちがたくさ

んいます。でも、中身は自分の活動報告で

す。今日このようなことをやりましたと。

行政体として足りないとするならばそこを

強くすべきであって、そこで何か発信する

ことの内容が報告以上な思いとか、そのよ

うなものというのは、私どもというか、私

の立場とすれば、個人の思いというよりも

町長の考えということにイコールだと、そ

のことを皆さんが非常に危惧されていま

す。 

今やられているというのは、今日はこの

ような方に会いましたと。それから、感謝

をするということに対しては、全然問題な

いと思うのです。このような方の協力を得

て、これは本当に感謝すべきことですと、

そのように伝えることは可能です。 

あと、私もそのような活動ということを

考えて見させてもらいました。私も今いろ

いろ開設していますけれど、町長になって

からは一切、そこには書き込みをしていま

せん。 

本来やるべきことは、美幌町ということ

に対する発信を強化すべきだと思っていま

すし、逆に、今担当もいろいろ動画をつく

って紹介したりとか、募集記事を出したり

とか、それは積極的にやってもらっていま

す。その辺を見てまだまだ不十分であれ

ば、また担当といろいろ協議しながら、町

の発信力を強めていきたいという考えでは

あります。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 町としての施策や事

業、そのようなものとかを伝えるという意

味では、町としてのアカウントでも全然問

題ないと私は思います。 

担当の方が打ち込むでもいいと思うので

すけれども、先ほど町長は、ほかの首長が

やっているのは活動報告だったとお話しし

ていましたが、私は逆に、活動報告をその

ような場でするのは駄目なのかなと思いま

す。 

何が言いたいかというと、やはり町長が

今、美幌町のためにどのような動きをして

いるのかとか、このような補助金は、この

ような人たちにこう使ってもらいたいとい

う思いでつくりましたとか。 

あとは、先ほど言ったように、美幌町総

合計画に基づいてこうやっていきたいと、

町長はおっしゃいましたけれども、それで

あれば、総合計画の目標を町長の口からし

っかり伝える場、そして、それをふだんか

らみんなに聞いてもらう場、そのようなと

ころをつくって、それを気軽にみんなが見

られるような状態にして、町の課題であっ

たり目標を周知していく必要があるのでは

ないかと思うのですが、いかがでしょう

か。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 言わんとすることは

分かるのですけれど、なかなかそこまでは

考えづらいというか、本来、町としてどの

ようなことをやっているかということは、

何度も言いますけれど、町としての発信力

を強める。 

皆さんの、町長が何をやっているか知り

たいという気持ちは、それはそれで分かる

のだけれども、町長よりも皆さんにとって

どのような制度を今やろうとしていると

か、今あるものの発信、町として、行政体

としての発信力を強めるべきという話のほ
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うが強いのです。 

ですから、今、私がこのようなことをや

っているとかは、自分の町長としてのアピ

ールだと思ってしまうので、今のところそ

のような気持ちを考えていないと、私は思

っております。 

ただ、このようなことをやれるよとか、

悩みがあればこのような制度があるよと

か、その意味での発信はまだまだしてもい

いのかなとは思っています。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 町長のお考えなの

で、そこは理解しました。 

それでは、そのような町長の思いとか、

町の思いを町民に伝えるためにはどのよう

にされようと、町長は考えていらっしゃる

のでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） やはり、できるだけ

対面でお話しする機会を多くする努力はし

たいと思っております。 

団体等については、定期的にさせていた

だいております。その中で当然、自治会連

合会とか、そのようなところともきちんと

させていただいております。 

あとは、個々の人たちの意見を聞くため

の時間をつくったり、この時間は自由に参

加して町長とお話ができますというプログ

ラムもやっておりますし、その中で、少し

でも皆さんと会話できる機会は多くつくる

努力をしていきたいと思っています。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 町長が今、それぞれ

の人たちと個々で会話する機会をつくって

いきたいと思っていらっしゃるということ

は分かりました。 

それでは、町民にもしっかり美幌町の課

題とか、そのようなことも理解してもらっ

て、踏まえてもらって、美幌町が目指す目

標とかに向かって、一緒に取り組んでいく

ためにはどうしたらいいのかというところ

を踏まえての提案です。 

美幌町には、総合計画の冊子であった

り、様々な計画があると思いますが、町民

の方に美幌町の目指す先はこれですよと言

って、概要版の総合計画をお渡ししたとし

ても、それを理解してそこに向かって一緒

にというのは、かなり難しい、ハードルが

高いと私は思います。 

それであれば、そのようなものをもっと

簡潔に、簡略化した美幌町の何年後を目指

すガイドマップとかをつくる。そのために

は、町民の皆さんにはこのようなところに

尽力してほしいとか、このようなところを

協力してほしいとか、そのようなガイドマ

ップとかを活用して周知していくという方

法はあり得ないのかなと思ったので、その

辺りについていかがでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 総合計画をつくった

ときにも概要版をつくって、本当に分かり

やすくしております。 

例えば、今おっしゃったようなことでい

けば、予算がどのように使われるかという

ことを含めたときに「ことしの仕事」をつ

くって全戸配布したり、当然、そのような

ことはしなければならないと思っているの

です。 

どちらかというと、今の木村議員の質問

は、町長がという質問ではあるのですけれ

ども、それぞれ総合計画を管理してもらう

ための委員会があったり、行革であればそ

のような委員会があったり、きちんとその

ことの論議を継続できる、きちんと評価す

る会議をしっかりやって、その内容をきち

んと公表する、そのときには当然、分かり

やすく公表することに心がける必要がある

と思うのです。 

私も今までいろいろな委員会を見てきた

中で、定例的に年２回しかやらないのと

か、そのような疑念があった。もう少しや

る機会がないのかとか、この話については

みんなで論議してみて、関わる人たちのこ

とを広げていってはどうだという話はして
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います。 

ですから、そのようなことを活発化する

ことが大事だと思っております。私として

の発信も大事かもしれませんけれども、そ

のようなことを積み重ねていかないと、全

体への広がりというのは難しいのかなとい

う認識をしております。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 今、町長からおっし

ゃられたことに対して私も言いたいことも

あるのですが、先ほど、町長はここに関し

てはやらないとおっしゃられた部分もあ

り、そこの話については多分、平行線にな

るだろうなと思いますので差し控えます。 

それでは、また別の角度の話になります

が、私は先ほど来からずっと美幌町の今後

の課題、先々の課題、そのようなところを

どう解決していくのか、どう先行投資して

いくのかという話をさせていただいており

ました。 

多分、各担当、各部や各課から課題提起

や提案、そのようなものもあろうかと思い

ますが、そのような課題や提案の吸い上げ

はどのようにされているのか。 

そして、その出てきた課題や提案の検

証、優先度合いのはかり方、これはどのよ

うにされているのかというところを質問し

ます。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） 町の課題解決、職

員からの提案等に対する取扱いという形

で、御質問いただいたと思っております。 

こちらの部分につきましては、それぞれ

の組織、課、部等がございますので、それ

ぞれの担当から出てきた案件につきまして

は、それぞれのところでしっかりと議論さ

れて上がってきたものを、先ほどの答弁の

中でもお話ししているとおり、政策会議等

でしっかり中身を議論しまして、すべきも

のは実行に移す。 

また、課題がある部分については、それ

ぞれの提案もありますので検討するという

形で、上がってきた部分については、しっ

かりと取り組んでいっておりますので、御

理解をいただきたいと思います。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） それでは、また別の

話になりますが、行政が直轄して管理する

事業、そして、関係団体や民間に委託する

事業があろうかと思いますが、この判断基

準というのは、どのようにされているので

しょうか。 

例えば、最近の例でいうと、司厨士協会

との連携とかです。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 行政が直接行う一つ

の基準として、時代とともに変わる部分は

あるのですよ。 

昔から変わらないと私が思っているの

は、民間が行えるものは民間にお願いする

ということが前提だと考えております。 

ですから、今までの経過の中で具体的に

いけば、美幌でまだ幼稚園が充実していな

いときには、町立幼稚園がありまして、そ

れを民間に委ねてやめております。 

それから、特別養護老人ホームの運営に

ついても、町直営ではなくて民間事業者と

してきちんと成り立つということであれば

民間にお願いすると、そのような一つの流

れの中で進めていると思っております。 

今までの経過をお話ししますと、平成 

１５年ぐらいまでに外部委託、アウトソー

シングの計画というものをつくっておりま

した。それで、民間に委託したほうがい

い、お願いしたほうがいいというものをつ

くっていた中で、平成２４年に一つの整理

をし、現在の行革推進委員会の中で具体的

に、例えばデジタル化を進めようとか、そ

のようなことをやって、民間に委託するも

の、しないものの基準として一つの選択を

するようになってきております。 

最近はそれだけではなくて、事業や業務

の委託化ということについて個々に、その

都度その都度判断していかなければいけな
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いというのが実態だと思っております。 

昨日、質問もありましたけれども、デジ

タル化の推進でいけば、ＤＸは今まで想定

していないものがあります。 

確かに、デジタル化という項目はありま

したけれども、具体的にどうだということ

の判断は、その都度うちの組織内で、それ

ぞれの担当する部分から上げてもらい、そ

れを先ほど副町長が言った政策会議の中で

決めていくという流れになると思っており

ます。 

いろいろな業務をする中で絶対に忘れて

はいけないことは、業務の効率化とか、行

政の本来の役割として必要でないという

か、時代に合わせてやるべきではないもの

があるのですけれども、やはり町民に寄り

添う行政の姿勢、何のためにそれをやるか

というときに町民にとってプラスだという

こと、ここだけはぶれることなくやらない

と、結果的に行政だけが効率化されて町民

が非常に迷惑しているとか、そのようなこ

とだけはないように、口酸っぱく皆さんと

確認し合っているところではあります。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 今、町長は、民間が

行えるものは民間にということがまず一つ

基準になっているという中で、様々な基準

があったけれども、現在は個々の事業ごと

に判断しているものもあるとお話しされま

した。 

それでは、民間ができるかどうか、民間

に任せたほうがいいかどうか、この検討は

どうされていらっしゃいますか。 

この事業の成果は民間に委ねたほうがよ

くなるのか、それとも、行政でやったほう

がいいのかの判断について。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） ただいまの民間に

委ねる部分の判断の取り方でございますけ

れども、町長も先ほどお話ししましたが、

本来、行政がやらなければいけないサービ

スは、しっかり町がやる形になります。 

公共サービスの中には、民間だとかＮＰ

Ｏ法人、誰でもできるものもありますの

で、その部分については判断し、民間がで

きるものは民間にと。 

ただ、その基本方針がありますけれど

も、経済性がとても低くて、民間もできる

のですが経済性が上がらないというもの

は、行政が担わなくてはいけない部分だと

思います。 

その部分を含めて、先ほどお話ししたと

おり検討させていただいて、民間ができる

ようなものは民間に委託するなり、お任せ

していく部分があります。 

ですが、採算性がなくて民間がやってく

れないような部分の公共サービスは行政と

して担う。 

要は、町民の満足度を高めるという部分

の中で整理させていただいているところで

ございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 私は今、どう検討さ

れているかという手法を伺いました。 

そして、時間がないのでそのままいきま

す。多分、最後になると思います。 

正直に申し上げます。昨日、大原議員も

おっしゃっていましたが、私は今の町長を

見ていて、町長に余裕が感じられないのが

心配です。町長はすごく忙しそうにされて

いて、スケジュール的にも、体調的にも大

丈夫なのかなと、それは体に心配があると

か、そのようなことではなくてです。 

私は、もっと担当部課にしっかり任せる

べきところは任せて、美幌町をどうしてい

きたいかということをしっかり考えたり、

課題を捉えることに余裕を持ったほうがい

いのではないかなと。 

その中で、町民との意見交換をする時間

もしっかりつくっていったほうがいいので

はないかということを、心配という意味で

質問させていただいて、以上にさせていた

だきます。 
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○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） そう見ていただける

部分においては、感謝する部分と少し残念

な部分はあります。 

私は、任せるところは任せているつもり

であります。ただ、私としては、町長とし

て全力でやらなければいけないという思い

を分かってほしいと思います。 

何度も言いますけれど、任せるところは

任せています。ただ、そのことが必ずしも

返ってくるかどうか、ここが組織としてう

ちの職員のレベルを上げなければいけない

ことである、そのことも理解いただきたい

と思っています。 

勝手にやっている気はありません。 

○議長（戸澤義典） これで１番木村利昭

さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１１時１０分とします。 

午前１１時 １分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時１０分 再開 

○議長（戸澤義典） 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

３番横山清美さん。 

○３番（横山清美） 〔登壇〕 ただい

ま、議長より発言の許可をいただきました

ので、通告にしたがいまして２点、一般質

問をさせていただきます。 

まず１点目、美幌町の将来について。 

人口減少に対応したまちづくりへの取組

についてであります。 

民間の経済人や研究者などの有識者で構

成する人口戦略会議は、２０２０年から 

２０５０年までの３０年間で、２０歳から

３９歳の女性が半減する自治体が全国の 

４０％超に当たる７４４自治体あり、これ

らの自治体では、その後、人口減少が加速

し、消滅の可能性があるとの分析を公表い

たしました。道内では、全体の６５％超に

当たる１１７市町村が対象となり、美幌町

もその対象となっております。 

人口戦略会議では、国や自治体に対し、

地域ごとの人口減の要因を踏まえた対策を

求めたとありました。日本創生会議が、全

国１,７００余の地方自治体のうち８９６の

市町村が消滅する可能性があると指摘して

から１０年が経過し、この間、多くの自治

体が地域の特性を生かし、課題克服のため

に政策を推進してきましたが、結果として

目立った政策効果が見られなかったことが

露呈されました。 

人口減少は、社会のあらゆる分野に多大

な影響を及ぼし、克服には長い時間が必要

です。 

美幌町が持続可能な町となることを願っ

ていますが、今回の人口戦略会議の公表結

果を町長はどのように受け止めたのか、ま

た、今後の対応についてお伺いいたしま

す。 

２点目につきましては、職員の働きやす

い環境づくりについて。 

一つ目、柔軟な働き方の推進と選択的週

休３日制の導入について、二つ目は、ナチ

ュラル・ビズ・スタイルの導入についてで

あります。 

職場環境の改善は、効率性や生産性、モ

チベーションの向上に結びつく重要な要素

です。周囲の環境を改善し、仕事に前向き

な雰囲気を生み出すことで、熱意を持って

業務に取り組み、与えられた仕事を達成す

ることができます。また、環境を改善する

ことで、これまで以上に仕事に自信を持つ

ことができ、集中力も高まるので、結果と

して、職場全体の士気を上げることが期待

できます。 

働きやすい環境づくりへの取組として、

次の２点について、町の考えをお伺いいた

します。 

一つ、柔軟な働き方の推進と選択的週休

３日制の導入について。 

全国の自治体で、２０２４年度から週休

３日制の選択ができる制度を試行・導入す
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る動きが出てきています。１日の勤務時間

を延ばすことで、その分、平日に休みを取

ることができます。 

子育てや介護を理由とするケースに限ら

ず、様々なライフスタイルを実現するため

の柔軟な働き方として、人材確保にもつな

がると考えますが、町の考えをお伺いいた

します。 

２点目、ナチュラル・ビズ・スタイルの

導入について。 

美幌町では、地球温暖化対策の推進に関

する法律第２１条第１項に基づき、 

２００８年３月に策定した美幌町地域温暖

化対策実行計画において、温室効果ガス排

出量の削減目標を定めており、省エネルギ

ーに向けた取組として、働きやすい服装

（クールビズ・ウォームビズ）を推進する

こととしております。 

また、２０２２年３月には、２０５０年

に温室効果ガス排出量を実質ゼロにするこ

とを目指す北海道美幌町ゼロカーボンシテ

ィ宣言を表明しておりますが、その実現に

向け、職員の意識醸成や働きやすく、活力

ある職場環境づくりの一環として、年間を

通したナチュラル・ビズ・スタイルの導入

について、町の考えをお伺いいたします。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 〔登壇〕 横山議員

の御質問に答弁いたします。 

美幌町の将来についてですが、今回の人

口戦略会議の分析は、昨年１２月に国立社

会保障・人口問題研究所が公表した日本の

地域別将来推計人口における２０歳から 

３９歳の女性人口の将来動向に着目した分

析で、本町は２０２０年から２０５０年ま

での３０年間で、２０歳から３９歳の女性

が６４.３％減少するという内容になってお

り、この割合が５０％を超える自治体を消

滅可能性自治体とし、管内では、本町を含

む１４市町村が定義されました。 

この結果は、しっかり向き合っていかな

ければならない課題と受け止める一方で、

２０５０年の美幌町の総人口予測は 

９,８１９人と、管内の町では、遠軽に次ぎ

２番目に人口を有しており、美幌町に住ん

でいる町民の満足度を上げる町政運営を行

うのには変わりがないと考えております。 

若年女性人口の減少率を分析すると、 

１５歳から１９歳の女性における５年後の

減少率が高く、進学や就職によって本町を

転出する割合が多いことが推測されます。

このことから、女性の働く場所や働きやす

い環境を整備し、ＵＩＪターンによる就業

を推進することや子育て環境の充実を図る

ことなど、各種対策を官民一体となって講

じていくことが必要であります。 

今年度は、本町の人口減少対策に対する

計画である第２期美幌町まち・ひと・しご

と創生総合戦略の終了年度であり、第３期

戦略の準備年度であります。策定に当たっ

ては、産官学金労言等組織である美幌町ま

ち・ひと・しごと創生推進委員会にて、委

員よりそれぞれの立場で御意見をいただく

とともに、人口戦略会議の分析結果を踏ま

えること、さらには、子育て世代や若者世

代の意見聴取なども準備しております。 

今後の人口減少対策に関する対応につい

ても、引き続き総合戦略に基づき実行して

まいりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

次に、職員の働きやすい環境づくりにつ

いて。 

１点目の選択的週休３日制の導入につい

てですが、国家公務員においては、令和７

年度から、現行１日単位で勤務時間の変更

ができるフレックスタイム制を拡充し、１

週間の総労働時間は変えない範囲で、週休

３日制を実現しようとしています。この制

度の導入により、様々なライフスタイルに

対応ができ、健康確保を通じた職場の魅力

向上にもつながるというメリットが考えら

れます。 

地方自治体での導入に当たっては、部署
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や職員間でなるべく業務に偏りが生じない

ように配慮することが必要であり、各自治

体の規模や実態に合わせた運用方法の調整

が必要になることから、道内での先行事例

など、引き続き情報収集に努めながら、新

たな働き方の選択肢として検討していきた

いと考えております。 

２点目のナチュラル・ビズ・スタイルの

導入については、美幌町では現在、６月か

ら９月までをクールビズ期間として周知・

実施しているところですが、北海道などに

おいては、ナチュラル・ビズ・スタイルと

して、個別の期間設定をせず、通年で職員

一人一人が判断して、季節やＴＰＯに合っ

た軽装を実施しております。 

美幌町においては、令和５年度に美幌町

地球温暖化防止実行計画（事務事業編）を

策定し、公共施設における温暖化防止対策

に関する行動計画を示しており、その取組

内容にも、職員の服装は過度に空調に頼ら

ないものとすると明記しているものであり

ます。 

地球温暖化対策のさらなる推進や職員の

働きやすい環境づくりのため、それぞれの

職員がＴＰＯを意識した中で、年間を通し

た軽装化を実施したいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ３番横山清美さん。 

○３番（横山清美） 町長から答弁をいた

だきました。 

それでは、改めて答弁に対しまして、再

質問をいろいろさせていただこうかなと思

っております。 

まず、順番を入替えさせていただきまし

て、２番目の職員の働きやすい環境づくり

についてから一、二点、質問させていただ

こうかなと思っております。 

今回、町の職員の働きやすい環境づくり

という部分につきましての話であります。 

令和６年第３回美幌町議会定例会の中で

も一般質問があり、それから令和６年度予

算案の中でも質問があった事項であります

が、現在、美幌町のホームページを含めま

して、令和６年度の職員の採用に向けた募

集等々を図っているところであります。 

３月の定例会のときには、令和６年度の

採用予定数が１３名、それでも不足数が７

名で、引き続き募集をという答弁もいただ

いております。 

現状、令和６年度の採用予定がどのよう

になっているのか、その辺の数字をまず教

えていただきたいなと思います。 

○議長（戸澤義典） 総務課長。 

○総務課長（鶴田雅規） 御答弁いたしま

す。 

まず、現状の職員数でございますが、令

和６年４月１日現在におきまして、病院事

業も含めました定数３０５名のうち、実際

に勤務している実数は２７９名ということ

で、かなりの不足が生じているところでご

ざいます。 

採用予定としましては、今年度におきま

しては、新人も含めましてある程度の採用

は取れたのですが、その後、４月以降に中

途退職、実数で４名が退職しているところ

でございます。 

これに伴いまして、中途採用の一般職員

事務の募集も現在継続しておりますし、そ

の他、森林技術職員、農業技術職員、保健

師、保育士、図書館司書、それから土木建

築の技術職員におきましても現在継続で募

集をしているところでございます。 

○議長（戸澤義典） ３番横山清美さん。 

○３番（横山清美） 答弁いただきまして

ありがとうございます。 

現状、まだまだ定数には達していない、

それから募集してもなかなか集まらないと

いう状況の中で、ここは多分、各市町同じ

ような形で募集はしていると思うのです

が、どこも集まらないのが現状というとこ

ろだと思います。 

やはり、美幌町として何か一つ特性を持
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った形で募集を図るのも一つの手ではない

かなということで、今回この選択的な週休

３日制の導入というものを早い段階で打ち

出し、募集をかけるという一つの提案とし

て、今回このような一般質問をさせていた

だきました。 

道内では、浦河町が既にこの週休３日制

の導入を行っている現状でありますが、話

を聞きますと、現実的には取ることが非常

に難しいという状況で、何とかフレックス

タイム制だけは先行して進めてやっている

という状況であると聞いております。 

しかしながら、道内で一番目が浦河で、

一番を逃しましたけれども、２番目に美幌

町が早い段階で取り組むという形も十分に

考えてもいいのかなと思いますので、今後

この辺は検討していただければ、非常にあ

りがたいかなと思います。 

それと、ナチュラルビズ導入の関係であ

りますが、御存じのように、美幌町議会も

令和６年２月２２日の臨時会から年間通し

てノーネクタイという軽装で取り組ませて

いただいております。 

町の職員も９月でクールビズが終わるの

で、早い段階、１０月１日を目指して、何

とかこのナチュラル・ビズ・スタイルを導

入していただけるような方向性を持って進

んでいただきたいなと思います。 

現実的に、オホーツク管内でも多くの市

町が取り組んでおりますし、道内自治体を

筆頭に、各金融機関も年間通してそのよう

な取組をさせていただいています。 

美幌町も早い段階でこのナチュラル・ビ

ズ・スタイルを取り入れていっていただき

たいという思いで質問させていただきまし

たので、何とか１０月１日を目指して取り

組んでいただければと思いますが、その辺

の確認だけさせていただこうかなと思いま

す。 

○議長（戸澤義典） 総務部長。 

○総務部長（那須清二） ただいまの御質

問でございますが、まず１点目の週休３日

制の関係でございますが、先ほど横山議員

からお話があったとおり、浦河町が既に導

入しているということで、なかなか課題も

あるということをお聞きしております。 

やはり、特定の職員が毎回その曜日に休

んでしまったりだとか、そのようなことも

あり、いろいろな課題があると思いますの

で、その辺の整理はしたいと思います。 

あわせまして、フレックスタイムの導入

ですとか、もう一つ有給休暇ですとか、振

替が取得しやすい環境、そのようなことも

併せて取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

続きまして、ナチュラルビズの関係で

す。 

こちらにつきましても、既に道で取り組

んでいるということもありますので、その

辺を参考にさせていただきながら、このク

ールビズが終わると同時ぐらいに並行し

て、そちらを進めてまいりたいと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ３番横山清美さん。 

○３番（横山清美） ぜひ、検討しながら

早い段階で、北海道でも先例を行くような

形の中で、週休３日制という部分を取り組

んでいただければと思います。 

戻りまして、一番目の美幌町の将来につ

いて、人口減少に対応したまちづくりへの

取組につきまして、再質問をさせていただ

きたいと思います。 

本日、一般質問の一番目に、木村議員か

らいろいろお話をさせていただき、それに

対する町長の答弁も十二分に聞かせていた

だきました。 

なかなかこの後に再質問するのも非常に

難しいのが実情でありまして、一部かぶら

ないように質問させていただきたいと思い

ますが、町長の答弁をいただきたいなと思

います。 

まず一つ目は、先ほど木村議員も言われ

ましたとおり、今、民間の団体といえど

も、美幌町が消滅する可能性のある都市と
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いうこと自体に対して、自分も非常に憤慨

な思いがある一人ではあるのですが、現実

的に報道された以上、美幌町民を含め少な

からず不安を持っているのは事実だと思い

ます。 

その辺に関して、消滅可能性都市という

リストに挙がったことに対して、町長を含

め各部長級での話合いだとか、そのような

ものが持たれた経過はあるのか、仮にある

とすれば、どのような意見が出たのか、そ

の辺をまずお聞かせ願いたいなと思いま

す。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 今回、このような公

表がされたことに対して、新聞報道等のコ

メントもありましたけれど、やるべきこと

をしっかりやっていくしかないという言い

方をさせていただいております。 

今回、答弁でお答えいたしましたけれど

も、しっかり向かっていかなければならな

い課題という認識は持っております。 

正直言って、一つの基準でこのように消

滅可能性自治体と挙げられるのは、非常に

不愉快です。 

ですから、どうも消滅という概念の話を

すると、９,０００人もいるのだから、その

人たちのしっかり満足度を上げると言う

と、先ほど議員からもあった、ただ現状維

持を待っているだけだと、そのようなこと

ではないのです。 

そのような消滅という言葉に対して、変

な言い方をすれば、自治法上は２人以上い

れば組織としてなくならないわけですか

ら、その例を出したときに誤解を受けて、

これは考えなければいけないかなと思って

おります。 

いずれにしても、このことについては、

きちんと課題として、今までやってきたこ

と以上になりふり構わず、やれることをや

りたいという答弁も一回させていただいて

おりますので、その気持ちは変わっており

ません。 

役場内部で、このことに対して全体でど

うだろうかという論議はしておりません。 

政策課、総務サイドとは、実際にどう捉

えるかという分析とかをしながら、次の一

つの戦略としてどのようなことが考えられ

るかということもお話ししています。 

また、私の感じたものの分析などもお渡

しして、みんなできちんと論議、論議とい

うよりも本当にどのようなことが必要かと

共通認識を持って、そして、それを理解し

た中で町民の方にどう伝えていくかという

ことをしなければいけないという思いの中

にある、そのような状況であります。 

○議長（戸澤義典） 総務部長。 

○総務部長（那須清二） 今の関係でござ

いますけれども、部局長の中では、５月に

一度、庁内の会議の中で情報共有をさせて

いただきました。 

そして、また今後については、今回、総

合戦略の改訂の年ということになりますの

で、今現在進めております。 

このような人口ビジョンの見直しですと

か、いろいろな新しい計画に向けて素案等

が今後出来てくるわけですけれども、その

ようなものをまた部局長会議なり、政策会

議なりで諮っていくような流れになります

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ３番横山清美さん。 

○３番（横山清美） 先ほど来、昨日の大

原議員はじめ木村議員からも出ている、町

長が今、知らなかったということ自体が、

行政の中でこれはまずいということで、そ

の辺を町長、副町長にもその部分をきちん

としっかり情報共有していかなければ。ま

ずは、行政がオール美幌にならないといけ

ないのではないかなと思います。その辺、

今後、十二分にきちんとしていっていただ

ければいいかなと思います。 

それで、先ほど来、木村議員とのやりと

りの中で、町長の発信というか、町長は町

長としての発信ではなくて美幌町の発信と

いう部分で。 
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当然、自分も美幌町として発信するべき

だと思うのですが、今回の報道発表とはい

え、先ほど言いましたように、一部の町民

が不安を持っているという中で、美幌町と

してこのような公表があったけれど、それ

に対して町はこのような取組をしている、

今後このように進めるという公表というか

情報を早い段階で発信していかなければ、

町民が不安のままずっと毎日を過ごすよう

な形になろうかなと思います。 

その辺、今回の件に関して、町長個人的

な発信ではなくて、美幌町として発信する

という考え方はないのかどうか、教えてい

ただければと思います。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） １点、訂正させてく

ださい。 

今回、人口減少の発表に対してみんなで

論議ということがあるかないかという話で

いけば、これからの人口ビジョンを含めて

戦略を計画している中で、今回の結果を含

めて、状況を踏まえてどうしていくかとい

うことはみんなで論議しているということ

について、私もそこに参加しておりまし

た。 

私の認識が違って、全く私が知らないう

ちにということではありませんので、それ

だけは訂正させていただきたいと思いま

す。 

そして、今後どのような形で町民の方々

に今回の報道を伝えていくかという話につ

いては、一つは、今、次期計画をつくるこ

とをきちんと伝えていくのですけれども、

私も機会があるごとに会議などで、このよ

うな考えですよとそのことに触れていま

す。 

それから、先ほど言ったように、町全体

でというのは、具体的にこのようなことを

皆さんとやっていかなければ、今、行政が

やっているこれだけでは駄目だという話を

機会があるごとにしていくつもりでありま

す。 

今、町民が非常に不安がっているといた

だきましたが、周りに聞くと、みんなそん

なに気にしていない人が多くて、一つの可

能性という中での分類を見たときに、私の

周りの町民の方々に聞いたら、あれはあれ

だけど美幌はなくなるわけないよねという

話をされました。 

ですから、きちんと町としてこのような

ことをやる限り、人口は減るけれども今

後、町が消滅するということにはならない

よということはきちんと伝えているつもり

です。 

これからどう伝えていくかということに

ついて御意見をいただいたので、本来に戻

りますけれども、もう一度皆さんと、うち

のスタッフと全体で協議をしたいと思いま

す。 

○議長（戸澤義典） ３番横山清美さん。 

○３番（横山清美） 今回、再質問の中で

改めて町長に確認しようと思っていた部分

について、木村議員とのやりとりの中での

話とかぶってしまうのですが、決して木村

議員と打ち合わせをしたわけでも何でもあ

りません。 

現実的に、女性の減少率という部分で、

先ほど来から町長が言っていました働き口

の問題、自分もまさにそのように考えてお

ります。 

ＪＡですとか、会議所だとか、いろいろ

な団体と統一した形で懇談会をできないか

というのは、その中で女性の働き口ですと

か、そのような改革だとか、お互いのいろ

いろな部分、いろいろな団体の情報を共有

しながら進めていくべきだということを申

し上げようと思っていたところでした。 

自分の考え方も町長と全く同じなので、

その辺に関しては早々に、各団体に聞くの

もさることながら、自分も前回の３月に農

業政策の質問をさせていただいたとおり、

昔、会議所がリードしながら各団体の正副

ないしが集まって、一堂に会して情報を共

有し合ったという会議を長年、土谷町長の
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時代にやっておりました。 

それを改めて再復活して、どこがリード

するかというのはさておいても、やはりそ

のようないろいろな団体を一堂に会して、

それぞれの団体の悩み云々を含めて情報共

有をして、この人口減少対策に臨んでいか

なければならないのではないかなと思いま

す。 

町長の各団体との交渉以外に、その辺を

早く組み立てるよう、総務部長、その辺を

おぜん立てしていただけるような形で考え

ていただけないかなという希望を述べさせ

ていただきます。 

総務部長、その辺の考え方を。 

○議長（戸澤義典） 総務部長。 

○総務部長（那須清二） 今回の計画の策

定に当たりましては、いろいろな団体から

の意見は取り入れようということで今、考

えてございます。 

若年層の意見ですとか、父母、子育てを

している方々のアンケートですとか、まだ

どこどこというのは今の時点で決まっては

いませんけれども、なるべく広く意見は取

り入れたいと考えております。 

横山議員からおっしゃられたこと、持ち

帰って検討したいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（戸澤義典） ３番横山清美さん。 

○３番（横山清美） それで、第２期の終

了年度を迎えて第３期の美幌町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略、これは、平成 

２７年から出来上がった会議だと記憶させ

ていただいています。 

当時、自分がこの会議の会長を務めさせ

ていただきましたが、今日この場に当た

り、当時の第１回目、第２回目の議事録を

読み直しさせていただきました。 

その中で、自分が会長になって当時思っ

ていたことは、ほかの委員さんも同じよう

な意見を述べていたのですが、町がつくり

上げたものをこの委員会で審議していくの

か、新たに構成されたメンバーでこのよう

な形で臨んでいきましょうかということの

審議をするのかと。 

当時、自分も質問させていただいた経過

があるのですが、そのときには時間がなか

ったので、町がたたき台をつくり、それに

対して各団体から意見が欲しいなというこ

とでしたが、自分たちの思いを発揮できる

場面がなかったような記憶なのです。 

当時、那須さんが主幹で担当されていた

のですが、議事録を読み返すとそのように

なっておりました。 

今後、第２期が終わり第３期の策定に向

けて、先ほど来より各団体の意見を聞くと

いうことなのですが、その意見は今あるこ

とに対しての意見なのか、新たな意見を述

べてそれを生かしていただけるのか、その

辺の確認をさせていただかないと、次の第

３期に向けた各委員のモチベーションも当

然違ってくるでしょうし、その辺の考え方

をもう一度教えていただければと思いま

す。 

○議長（戸澤義典） 総務部長。 

○総務部長（那須清二） ただいまの御質

問でございますが、私は第１期目をつくっ

たときの担当主幹として関わらせていただ

きまして、その当時のことをよく覚えてお

りますが、そのときは委員さんの意見もい

ろいろ聞きながら取り入れたものと考えて

ございます。 

今回、既に１回目の会議、オリエンテー

ションを開催させていただいたのですけれ

ども、その委員の方々に今後の新規の展開

ですとか方向性について、現在、自由意見

をいただくということで集約しているとこ

ろでございます。もちろん、そのような委

員さんの意見は、十分盛り込んでまいりた

いと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ３番横山清美さん。 

○３番（横山清美） 当時、自分は会長と

して務めさせていただいて、今こうして町

長含め行政の方々にこのようなことを言う
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のも大変失礼であり、自分も大変反省しな

ければならない一面もあったのかなと思い

ます。 

できれば、委員の方が自分のように反省

しなくてもいいような形で、各団体から選

ばれて来る委員さん方でありますので、そ

の辺の意見を十二分に尊重していただい

て、これから迎えようとする人口減少社会

に対応していっていただければ、自分の反

省の部分も踏まえて非常にありがたいかな

と思っております。 

それで、各部長職級の方々におかれまし

ては、２０５０年には９,８１９人にまで減

少するという部分で、それぞれ人口別に数

字的なものが当然のごとく出ていると思い

ます。その辺の絡みで、仮に福祉部ですと

か、経済部ですとか、総務部含めまして、

それぞれの年齢層に合った形で今自分たち

が何をやって、どのような効果があったの

か、そしてこのような効果がなかったの

で、逆にこのように効果を上げるという形

にしていかなければならないと思います。 

先ほど来より、町長は、行政職員につい

ては非常にモチベーションが高いと言って

いただいておりますので、そのモチベーシ

ョンをさらに高めていただいて、今後迎え

る第３期の総合戦略含めて人口減少社会に

何とか向けていっていただければなと思い

ます。 

その辺を各部長級の方々におかれまして

は、十二分に気概を持って、進んでやって

いただきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

もっともっと質問をしたかったのです

が、先ほど木村議員が言っていただきまし

たし、それに対する町長の答弁にも尽きる

ので、自分はすみません、これで終わらせ

ていただきます。 

ありがとうございました。 

○議長（戸澤義典） これで３番横山清美

さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１３時１０分とします。 

午前１１時４７分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 １時１０分 再開 

○議長（戸澤義典） 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

１１番大江道男さん。 

○１１番（大江道男） 〔登壇〕 私は、

通告しております２項目について、質問を

いたします。 

最初は、国保税子供均等割についてでご

ざいます。 

その一つは、保険料水準統一加速化プラ

ンについて伺います。 

厚生労働省は、令和５年１０月１８日に

保険料水準統一加速化プランを策定し、国

保税水準の都道府県単位化を進めておりま

すが、美幌町としての受け止めについてお

伺いいたします。 

二つ目は、子供均等割の廃止についてで

あります。 

従来から、子供均等割は古来の人頭税制

の名残であり、扶養されている子供にも均

等課税するので、急速な少子化時代に逆行

する税制として、本来廃止すべきものと提

起してまいりました。 

美幌町として、子供均等割は廃止する意

思表明を行うべきと考えますが、町長の考

えをお伺いいたします。 

三つ目は、全道的に子供均等割廃止で統

一をということで、近い将来、国保税の全

道一本化が予定されている中、収入のない

子供にも均等課税する均等割は廃止する方

向で一本化を図るべきと考えますが、町長

のお考えをお伺いいたします。 

２項目めは、峠の湯びほろについてであ

ります。 

その一つは、峠の湯びほろの利用状況に

ついてであります。 

峠の湯びほろの経営状況は、安定軌道に

乗っているとは言い難く、存続との町民合
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意が形成されているとは言えない、そのよ

うな状況にあります。 

経営改善策をどのように立てておられる

のか、お伺いいたします。 

二つ目は、峠の湯びほろの利用促進策に

ついてであります。 

町内外からの利用者数が多い峠の湯びほ

ろのさらなる利用促進は、財政面を含めて

町民誰しもが望んでおり、これまでもドッ

グラン設置、公共交通網の整備など、議会

内でも議論があったところでございます。 

昨年からの週１便、往復の無料バスにつ

いても「増便を」「団地を経由する複数の

路線を」あるいは「高齢者にせめて年 1 回

の入浴料無料化を」との声があります。 

美幌町民の交流の場としてのさらなる利

用促進策を全町民的に集約すべきと考えま

すが、町長の考えをお伺いいたします。 

取りあえず、第１回目の質問でございま

す。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 〔登壇〕 大江議員

の御質問に答弁いたします。 

国保税子供均等割について、１点目の保

険料水準統一加速化プランについてです

が、本プランは、国民健康保険における地

域間の格差の是正と、国保制度の持続可能

性の確保を目的としたもので、都道府県単

位化による保険料水準の統一が段階的に進

められるように、厚生労働省により制定さ

れたものであります。 

本町におきましては、本プランの趣旨を

理解しながら、国保制度の健全な運営に貢

献できるように、必要な協力を行ってまい

りたいと考えております。 

２点目の子供均等割の廃止についてです

が、様々な意見や課題があることは認識し

ておりますが、子供均等割は、加入者全員

に均一に課税される保険料の一部であり、

財源の確保に不可欠な役割を果たしている

ため、現時点で安定した財政運営を考えた

場合、現制度下における子供均等割の廃止

の是非、賛否を判断することは大変難しい

状況にあるのが、実際のところでございま

す。 

しかしながら、子供を持つ世帯への負担

軽減や少子化対策の観点から、現行制度の

拡充、対象範囲の拡大、国の負担割合の引

上げなどについて、引き続き町村会を通じ

て要望を行ってまいります。 

３点目の子供均等割の廃止の全道一本化

ですが、国や他の自治体と連携して進めて

いく必要があり、また、町独自での判断は

難しく、慎重な論議が必要と考えておりま

す。 

国保制度の持続可能性と加入者に対する

公平性の両立を確保しながら、今後におい

ても、さらに子育て世帯に対する負担軽減

及び少子化対策の観点からも、全道的な議

論には積極的に参加していく考えでござい

ます。 

次に、峠の湯びほろについてでありま

す。 

１点目の峠の湯びほろの利用状況につき

ましては、入浴者数の状況はここ数年増加

しており、令和５年度は約１１万５,０００

人で、過去１５年間で最高となっておりま

す。 

その要因としては、新型コロナ感染症が

５類に引下げられたことに加え、カーペッ

トや壁紙の張り替え、脱衣室ロッカーの入

替え、指定管理者のきめ細やかなサービス

により、利用者の満足度向上につながり、

再び温泉に訪れる方が増えているものと分

析しております。 

経営状況につきましては、令和４年度に

入浴料金を改正したこともあり改善傾向に

ありますが、物価や電気料金、燃料費の高

騰により、年間収支としては赤字となって

いるのが現状であります。 

御質問の経営改善策につきましては、本

年度実施する施設改修により、テント泊ス

ペースを拡大するとともに、通年利用が可

能となるため、利用者の増加が期待できる
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ことから、引き続き指定管理者とも協力の

上、環境整備や飲食部門における新メニュ

ーの開発、イベントの実施など企業努力も

促し、収支改善に努めてまいりたいと考え

ております。 

２点目の峠の湯びほろの利用促進策につ

きましては、多くの方からの御意見や御要

望も踏まえた上で、福祉施策と合わせて週

１回の無料送迎バスの運行や、障がい者と

要介護者を対象とした入浴料の半額助成な

どを実施しております。 

引き続き、指定管理者と連携しつつ、町

民の皆様の声をお聞きしながら、費用対効

果も勘案した利用促進策を検討してまいり

ますので、御理解を賜りますようよろしく

お願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（戸澤義典） １１番大江道男さ

ん。 

○１１番（大江道男） 再質問をいたした

いと思います。 

最初は、国保料水準統一加速化プランに

ついてであります。 

御答弁は、大きな流れなのでやむを得な

いという中身でございます。 

ただ、全国どこでも今、問題になってお

りますのは、従来、市町村が国民健康保険

制度に対して、加入者が大変高齢化してい

る、収入がないと、そのような方の割合

が、制度始まった時点よりも急速に進化し

ているということ、この実態を無視できな

いので、例えば一般会計から繰入れを行う

とか、あるいは、私が今回質問しておりま

す均等割については、これは何とかしなけ

ればならないということで、町単独の施策

を行っている。これが中身なのですよね。 

それに要する費用が、全国知事会、全国

市長会、全国町村長会などが連名で、せめ

て他の保険制度と同じになるように、国に

対して１兆円の支出を増やしてほしいとい

う声が急速に広がって、厚生労働省は、そ

の防波堤として、従来、都道府県は関与し

ていなかった、この関与していないという

状況を逆手にとったなということで、全国

的には押さえられているのです。 

決定する場所が、北海道で言えば札幌で

す。自分たちの知らないところで料金が定

められるということになると、国保に対す

る料金の設定など、サービスの提供などに

ついては、結局、分からない場所で誰かが

決めるという状況にどんどんなっていくの

ですよね。今、私が懸念している最大の問

題はこれです。 

したがって、都道府県化というのは、私

的には決して賛成し切れるというものでは

ない、そのような側面を持っています。 

大きな政治の流れの中で決められたこと

ではありますけれど、ぜひその側面につい

ても御理解をいただく必要はあるのではな

いかと。 

あわせて申し上げますが、保険料の統一

はされてきていますよね。全道統一の納付

額にしていこうということで、ほぼこれに

ついては、決まったという方向ですが、保

険のサービスについてはどうだということ

になると、各地域地域で、医者の数は全然

ばらばらで、あるいは、健康に対する取組

も結局、相当な市町村間のバランスがある

と。 

私は、全国の都道府県の取組を見ていま

すが、様々な意見がある。そのような点

で、歴史的あるいは地域的な課題について

は、受益と負担の原則を統一していこうと

いう呼びかけはいいですよ。しかし、現実

には、医者がいない地域で医療のサービス

は受けられない。大都市圏に偏重している

医療サービス、これを是正しないまま保険

料は一緒だろうということで統一されてい

る。 

あるいは、財政力のない小さな町が納入

に対して加入者に１００％納入を進める。

うまくいっているところは１００％の納入

ですよ。しかし、うまくいっていないとこ
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ろは、９０％台そこそこということで納入

率に差があって、これを持ったまま全道統

一だと、全国統一だという動きについて

は、依然として大きな声がある。このこと

についても、実は知られていないのですよ

ね。美幌町内でも知られていないのです

よ。 

そのような状況のまま、統一という大き

な流れについては進んでいるという状況に

ついて、やはり首長としても見ておられる

と思いますので、併せて、大きな流れだか

ら仕方がないという側面もありますが、そ

の中での御見解もお聞きいたしたいと思い

ます。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 保険制度の側面も含

め今、大江議員からいろいろなことをお教

えいただいたということについては、その

内容をきちんと受け止めたいと思っており

ます。 

都道府県化について、北海道であります

から札幌で決まってしまうという御意見で

もあるのですけれども、この制度が社会保

障の一つのとりでというとおかしいです

が、本来のそもそも論の話をするのであれ

ば、誰でも最後はこれで救われる、言い方

はおかしいですけれども、入ることでとり

でとしての保険と理解しているのです。 

ですから、北海道の中でどの地域でも同

じ金額になることというのは、これは一つ

の流れとしてはやむを得ないと私は理解し

ております。 

先ほど言われた保険料とサービスの違い

の部分、ここをどうするのだという話の部

分については、私はそこまで踏み込んだ知

識が不足しております。 

ただ、いずれにしても今、町村会とか全

国知事会なども含めてお願いしているとい

うか要望しているのは、本来、この制度と

いうのは、先ほど高齢者が増えたことで増

加したり、進化していっている状況が変わ

っている中で、最後にたどり着くのは財源

の話なのですよね。 

ですから、財源はきちんと国が補填する

というか、維持するためのことをやるべき

だということを、私は機会あるごとに言わ

せてもらっているというか、それをそれぞ

れの町村がばらばらにやるとか、そのよう

なことではないのではないかという話で

す。 

そのように理解した中で、自分の立場で

そのような機会、町村の部分でいけば、オ

ホーツクの制度の会長をやっていて、全道

の理事会に出ることがありますので、その

ような中で皆さんの認識も同じだと思いま

す。 

しっかり共通認識を持ちながら、この制

度を維持するために国がどうあるべきかと

いうことを伝えていく努力はしたいと思っ

ております。 

○議長（戸澤義典） １１番大江道男さ

ん。 

○１１番（大江道男） 努力はするという

御答弁として受け止めたいと思いますが、

後期高齢者医療でも同じですけれど、舞台

が美幌町の議会で決まらないで、札幌の段

階で全道一本化が決まると。決まる中身も

よく分からないし、決まった結果について

もなかなか口を挟めない。 

全道一本化あるいは全都道府県単位でそ

れが決まっていくとなればなるほど、決ま

る過程も含めて影響はあるのだけれど参画

できないということで、だんだん遠のいて

いるという実態を私的には非常に心配して

います。 

まして、そのようなことで、大きな流れ

が決まっている中なので、ぜひ、美幌町民

の声、地方の声をしっかり反映するように

していただきたいということを申し上げ

て、子供均等割の部分に入っていきたいと

思います。 

私は、以前も取上げたのですけれども、

子供がおぎゃーと生まれたら、はい、均等

割ですよということが、どれだけ大きな影
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響を与えているのかと。 

心理的な影響が大変大きいわけでありま

して、厚生労働省が行ってきた、今までの

政府が行ってきたのは、それに対してごく

最近、未就学児童についてはさすがに２分

の１にしましょうということになりまし

た。 

そうなるまでは、赤ちゃんも含めて、市

町村が子育て支援のために行ってきた減額

措置などについては、ペナルティーを課し

てきた厚生労働省なのですよね。国が行っ

てきたことは、基本的には正しいのだとい

うことでは断じてないということですよ

ね。 

全国知事会、全国市長会、全国町村会

が、足元の問題としておかしいでしょうと

いうことで、再三、国に対する請願を上げ

ました。国会の附帯決議の中でも、それは

理解できるということなのだけれど、やっ

たことはといえば、結局、未就学児童に対

する均等割は、２分の１にすることを認め

ると、そして、ペナルティーはそこにはか

けないと。しかし、就学児童以上の子供た

ちに対する減免についてはペナルティーを

科すという部分については、今日まで残っ

ている制度なのですよね。国会も関与して

いるのですよ。それはさすがにまずいだろ

うということで、附帯決議がされているけ

れど、全然改善されないまま今日に来てい

ると。 

このような国のやり方に対して、本当に

地方で声を上げていかない限り、運動にな

らない限り変わっていかないという状況の

もとで、今度は北海道で言えば七つの自治

体で、完全か不完全かは別にして、均等割

に対する減免制度が出来ています。全国的

にも広がっていますが、これが、全都道府

県の一本化になった瞬間に、その制度は取

上げになるのですね。独自措置は認めない

ということなので、私は、これでは運動に

もならないなと思っています。 

あわせて、今、茨城県で行っていること

を御紹介したいと思います。 

県が４４の市町村に対して、あなたのと

ころで１９歳以下、高校生以下の子供たち

への均等割を廃止したら、幾ら必要ですか

ということを調査して、去年も今年もそう

ですけれど、県費で５億円を頭割りにして

補助すると。 

その結果、４４の市町村のうち３９市町

村が均等割の全面廃止あるいは、廃止とい

う表現はできないのですが減免です、一部

減免なども含めて、五つの町を除いて、そ

れこそ県単位で一本化する方向で今、取組

がされていると。 

これは、非常に注目していますし、本

来、４７都道府県にこの動きが広がるべき

だと。一本化するのであれば、収入のない

子供に対する均等割は廃止していこう、あ

るいは減免していこうと、非常に大きな動

きということで注目しています。 

事情があって今、この場所にはそのデー

タを持ってきていませんのでお見せできま

せんが、手元にもあります。 

北海道はその点でトップは取れませんけ

れど、２番手として全道統一の料金の中

で、表向きは仕方がない、間に合わないか

もしれませんが、一般会計予算の中から市

町村国保会計に対して、収入のない子供た

ちの頭割りで幾らかかるのだと、そのうち

の半分あるいは３分の１は、北海道が負担

しましょうと、やりましょう、このような

全道統一を進めているのであれば、国保料

の全道一本化に対して頭から反対するとい

うことはしません。 

そのような動きがない中で、いや、どん

どん現場を離れていけばいくほど関心が薄

くなるのだからと言わんばかりの現在のや

り方について、私は全然納得ができないの

ですよね。 

そのような意味も含めてどうでしょう。

全道一本化がされてしまえば、旭川市を含

めて全道七つの自治体が行っている均等割

減免、これが取上げられてしまうのです。
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美幌がこれから仮にやろうとしても、時間

の問題として、はい、駄目ですよと、この

ような状況にあるので、ぜひ、短期間でも

実施してほしいし、あるいは取上げられた

としても、後世に対して、収入のない子供

たちに対して均等割の課税をすることは、

私は納得ができない。 

これはやらないということで、短期間で

あったとしても均等割課税は減免するとい

う姿勢をまずお見せになって、併せて全道

的な動きにしませんかという呼びかけをぜ

ひぜひやっていただきたいと思うのです

が、いかがでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 今、お話しいただい

たことについては、答弁でも書かせていた

だきましたけれども、要は、財源をどうす

るかという話だと思うのですね。 

それと今、減免の話があったのですけれ

ども、これもそもそも論で言ったときに、

何で減免しているのだということです。 

本来の保険制度からいって、今の均等割

をかけること自体がおかしいということで

あれば、減免するとかそういう問題ではな

くて、要は、保険自体からそのようなもの

を除けばいい話です。 

そのときに、私の勉強不足なところもあ

りますけれども、一つの流れとして、その

財源を確保する方法としてこうやってきた

という話です。 

一方で、減免という話は、子育てを支援

するとか、ある意味で保険制度とは別な意

味で私は捉えているのです。 

ですから本来、保険制度の中において、

子供たちに賦課することは問題があるとい

うことであれば、制度上からそれを除いた

中でそれに対する財源を国がきちんと保障

するとか、そのようなことを望むべきだと

思うのですね。 

あえて、均等割ということを減免という

概念ではなくて、子育て支援ということで

もう少し大きく考えれば、子供を育てる、

子育てする人たちの支出をどう少なくする

かというだけの話だと思うのですね。 

たまたま今、保険税ということに注目し

ているけれども、それをミックスして考え

ることを、はい、そうですねと、私はなか

なか言えないというか。 

ですから、保険制度は保険制度としての

矛盾をきちんと言わなければいけないです

し、今言った子供に対して均等割をかける

ことが問題ということであれば、みんなと

してそれはやめようと。 

その代わり、その財源はどうするかとい

うことをきちんとどうするか。 

それと、町によって減免したとか、その

ようなことではなく、それはまた別な次元

で、子育ての中で何を優先してその人たち

というか、子供を育てている方々の負担を

軽減するかということを考えていくことが

いいのかなと、私はその思いがあります。 

○議長（戸澤義典） １１番大江道男さ

ん。 

○１１番（大江道男） 私も言葉を時々間

違ったりもしますので、慎重にしたいと思

うのですが、廃止ということを使いたいの

ですよね。 

法律で制定されているものを市町村ある

いは都道府県段階で廃止するという条例

は、多分つくれないのだと。したがって、

減免という表現しかとれないのですよね。 

以前、私も廃止という言葉を使って指摘

をされましたので、それは少し勉強をいた

しましたが、本来はそういうことです。 

ただ、国は依然としてその法律を変えよ

うとしていないと、これに対して地方から

のおかしいでしょうという声はあるのです

が、有権者一人一人の胸に届くまでにはな

っていないので、このまま温存されている

のですよね。 

だって、有権者一人一人に対して均等割

があって、おぎゃーと生まれたその子供に

も、数年前までは均等割を掛けますよとい

うことを、財源を握っている政府が平気で
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やってきたことなのですよ。 

このことが知られていないので、依然と

して、国会の多数を握っているある政党は

見向こうともしていないですよ。 

今、これを変えないことには廃止となり

ません。この表現は地方では使えないた

め、減免ということを申し上げます。 

この点については、私は、歴史の転換点

の一つだと思っています。全道統一化され

るときに、誰も公の場所でそのこと自体を

問題にしなかった。それが北海道の市町村

も含めて、そのような時代だったとすべき

でないと思います。 

仮に、少数で負けたとしても、数字は数

字で、収入のない子供に均等に課税するや

り方については、廃止も含めてぜひ表現し

てほしいという意味で申し上げたいと思い

ます。 

再度、御答弁をいただきたいと思いま

す。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 大江議員が言ってい

るものと一致するかどうかは分かりませ

ん。多分、一致はしないかもしれません。 

ただ、最初に、この保険制度をつくった

制度設計の中で、子供がおぎゃーと生まれ

たら均等割で、財源を確保するためにそう

しましょうという一つのルールだったと思

っているのです。 

今、制度が変わってきて、例えば、これ

は子供たちだけの話ではなくて、そこに関

わる人たちが高齢になってきたとか、それ

から、この制度は外国の方も住んでいれば

入れるというか。 

逆に言うと、この制度は、国よりも日本

国民にとっての最後の保険制度のとりでと

いう認識が変わってきているところにおい

て、その制度自体の考え方を今、大江議員

が言ったその部分の廃止だけではなくて、

これをどうしていくかということを地域の

者とすれば、自治体、私であれば美幌町と

して、それから、それぞれの自治体の長と

して、皆さんきちんと発言することは必要

だと思います。 

その結果、どうするかという話の中で、

最終的によりどころというのは、そもそも

論で言ったら悪いですけれど、国がこの制

度を守るのだということをしっかり明記し

ていただかないとというか、はっきりして

もらえないと、物事は変わっていかないの

かなと思っています。 

その意味では、そのような発信は立場と

して、先ほど言ったような国民健康保険団

体連合会の理事をやらせてもらったり、そ

のような中でその話はしようと思います。 

ただ、今、大江議員が言われた物の見方

として、考え方として、必ずしもそのとお

りですねと言えないこともあるということ

も御理解いただきたいとは思っておりま

す。 

○議長（戸澤義典） １１番大江道男さ

ん。 

○１１番（大江道男） 議論をするという

のは決定すると、組織の理事を務めておら

れるということなので、ぜひ、地方から道

に対して、あるいは同僚の市町村長に対し

て、足並みをそろえて制度的な改善は求め

られていると。 

多分、全国知事会、市長会、あるいは町

村長会などについても、方向性については

国に請願を出していると。 

読ませていただいたのですけれど、その

点では、地方の声はきちんと届いているが

法改正に至っていないということなので、

引き続き、ぜひ御努力いただきたいと。 

だんだん遠くなる可能性を持った全道、

全国統一の流れの中なので見えにくくなる

ということを逆に意識して、情報発信をお

願いしたいということを申し上げ、次の質

問に移りたいと思います。 

峠の湯びほろについてであります。 

昨年度の入浴者の実績が示され１１万 

５,０００人、１５年ぶりだということであ

ります。最高時２２万人ほど入浴されてい
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たものが、最も低い段階では８万８,０００

人程度まで下がって、いや、大変だなと受

け止めておりました。その点では、コロナ

後に１１万５,０００人まで回復したという

ことについては、しっかり評価をしたいと

思います。 

しかし、町民的には１１万５,０００人に

回復したが、大きな改修工事なども先にあ

って、今後どのような議論構成になるかと

いうのは、なかなか分からないと、そのよ

うに私自身は受け止めております。 

ただ、申し上げますが、私もお客さんが

来たり、あるいは知り合いが来たりして、

知り合いの方が交流センター峠の湯を利用

したら、異口同音に非常に評価が高いです

よ。 

利用者から大変高い評価をいただいてい

るというこの施設の利用が伸びないで、や

がてなくなるということも含めて考えた場

合、今の取組でいいのだろうかということ

は、率直に言って感じます。このままでは

駄目だろうと。 

そこで、まずお伺いしたいのですけれ

ど、数年前の全員協議会などの中、それ

と、一昨年の１２月でしたか、議会の中で

示された峠の湯を改修する場合、高くて５

億５,０００万円ぐらいでしたか、中くらい

で３億なにがし、一番安い段階でも２億 

２,０００万円ぐらいかかるのでないかと。 

ただ、そのときの雰囲気、私の受け取り

は、精密に計算したわけではないが、それ

ぐらいかかるのではないかということでも

ありました。 

そこで、今の段階でどれぐらいかかると

試算されているのか、あるいは、当時、再

来年の春に指定管理者の期限が切れると、

その前までには数字を明らかにして、場合

によっては、一年になるかどうかは別にし

て、工事をやる可能性を持った中身という

ことで、この議会にも示されているのです

けれど、その点では大規模改修が目の前に

迫っているのか、まだ明確でないのか、ま

ずお示しいただきたいと思います。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 今までの答弁の中

で、当初、議員の皆さんに今後の峠の湯全

体の改修をするということで総額を出した

ときは、かなり金額的に大きかったと思っ

ているのです。 

私も町長になったときに「えっ」という

話で、というのは、その金額の大きさに少

しびっくりしました。 

それから、その改修の方法が本当につか

みであって、それが現実にどこまで改修し

ないでいくかという話を、いろいろ皆さん

のお話を聞いたりした中においては、今す

ぐ大規模な改修はしなくてもいいとか、集

中して全部やらなければいけないとか、例

えば、壁がもう駄目でこれは全部やると何

千万円だよとか、それから、特色のあるド

ーム型の部分をやると億以上かかるとか。 

そのように物を見ていて時期を考えたと

きに、きちんと使える間は完全に駄目にな

るまでではなくて、壁が駄目でも、全部変

えなくてもここを変えていけば軽減できる

とか、そのようなアドバイスを皆さんから

いろいろいただいた中でいけば、本当に少

しでも長く使えるような、それから、手を

つけないことによって他に影響があるもの

はしっかり直して、長く使えるような形に

していきたいという話をしたと思っており

ます。 

その根底には、今、管理していただいて

いる方により１１万５,０００人と、ここま

で町民が来てくれて、地元の人よりも他の

町から来てくれた方が美幌峠に行っていま

すよと私も聞いています。本当に愛されて

いて、温泉の必要性をすごく実感しており

ます。 

これは、単純にもう駄目だわ、もうみん

なやめますとか、そのような次元ではない

のかなと思っています。 

されど、経営ということを考えたとき

に、町の持ち出しを少なくするためには、



 

－ 121 － 

その辺の入浴客をどう増やすかとか、それ

から、入浴客が今までのようにどんどん上

り調子でない場合には、ほかのところで収

入を得るための方法はあるのかだとか。 

今回の結果を見て、やはりマイナスでは

あるのですけれども、例えば、食堂がすご

く努力をしてくれていてそこの収益が伸び

ているとか、いろいろな要素があって、ト

ータル的な経営面でというよりも、今、委

託されているところの持ち出し分という

か、赤字分が軽減されているということに

ついては評価したいと、私は思っておりま

す。 

ですから、今の段階で引き継ぐためにど

れだけ改修しなければいけないという手持

ちもないですし、補足があれば担当からし

てほしいのですけれども、私の認識として

は、少しでも今の部分の形で急ぐものは急

いで修繕しますが、まだまだ使っていける

という認識で考えております。 

○議長（戸澤義典） １１番大江道男さ

ん。 

○１１番（大江道男） 修繕費について

は、当時のニュアンスからいっても正確に

積み上げているものではないなと受け止め

ておりましたので、現時点でどのぐらいと

押さえているかということをお聞きする、

そのようには思っておりません。 

いずれ必要な段階で、修理を必要とする

前段では、必ず明らかになるという状況な

ので、修理・修繕が目の前にあるという状

況ではないのだなということは受け止めた

いと思います。その上で、１１万５,０００

人をこの町で集める場所はほかにないのだ

と思うのですよ。 

だから、当初、命名された交流促進セン

ターということなのだろうと思うのです。

利用した人たちも、顔見知りでない人たち

も何回か会うことによって、非常に仲よく

なると。今、一週間に一往復しかないバス

の中でも、そのような場面がつくられてい

るのです。次の停留所になったら誰誰さん

が来るなということで、場所をあけて待っ

ていると。 

足の確保を含めて、交流促進センターが

あることによって、少なくとも１１万 

５,０００人という人数が顔を合わせて交流

しているという役目はほかにないのだとす

れば、いや、これでいいのだではなくて、

ここを一断面として、さらにセンター機能

を大いに発揮してもらうということに向け

て、町としては努力をすべきではないかと

思います。 

以前の御答弁の中でも、通常の入浴者と

あるいはイベントなどを通して臨時的に利

用していただける人たちを含めて、積極的

に利用していただこうということなのです

が、私はこの２７年の利用客の推移を見て

いった場合に、少なくとも足の確保が非常

に重要なのだと思っています。 

週１便でも利用している人たちは大変喜

んでおられるのですが、このような声もあ

るのです。自分は団地にいて、結局、お風

呂、公衆浴場がなくなって、内ぶろを使う

以外は峠の湯しかないけれど、うちの団地

を経由しないのだと。あるいは、便数が増

えるとありがたいのだという声は、今回、

１便の１往復ができることによって、その

ような声が広がってきているのです。 

だから、もし足の便がよくなると、交流

促進センターの利用が増える可能性は多分

にあると、私は思います。では、どのぐら

い増えるかというのは、やってみないと分

かりませんが。 

そこで申し上げたいと思うのですけれど

も、従来、２０年、３０年前までは、高齢

になったら敬老パスということで、大都市

部を中心にして、６５歳になったら、この

券さえあればどこにでも足を運べますよと

いうことが、当たり前の時代がありまし

た。 

現在、それがなくなったので改めて調べ

てみたのですけれど、札幌も含めて、本州

の東京も大阪も京都も含めて、全部７０歳
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程度まで、年齢は上がりましたけれど、無

料パスあるいはバス料金の大幅な割引、場

合によっては、１,０００円出したら１万円

までは乗れるという敬老割引乗車券という

ものが、現在でもあるのです。 

私は、一気にそこまでいってほしいと思

いますけれど、町が指定管理料を払ってい

るのは、採算が合わないからなのですよ

ね。 

ある意味で、十分もうかっているのであ

れば、指定管理制度ももしかしたらやらな

いかもしれないという状況の下で、事業者

が少ないので指定料を払っているのだとす

れば、利用する町民の利便性を高めて、そ

ちらにお金を出して積極的に利用していた

だくということは、決してマイナスの方向

ではないのです、余分なことではないので

す。 

喜ばれて、利便性を高める、その点で

は、今１便しかない、１週間に１便しか無

料で乗れないというこの便数を、例えば、

隔日の実施でも一週間に３回、４回と便数

を増やすことも含めて、これは、大いに検

討すべき事項ではないかと。 

そのことによって、１２万人、１２万 

５,０００人、１３万人と利用者が増えるの

であれば、同じ経費をかけるのであれば、

町民に関連するということで、やるべきで

はないか、いや、そのようなことも含め

て、大胆な手だてをする必要があるのでは

ないかと。 

必ず一定の改修費が表に出てきたとき、

利用しない人が多ければ多いほど、いや、

自分は利用しないのだからなくなってもい

いのではないかと、このような世論の比率

が高まるという時代が必ず来ます。 

そのことを見越して、喜ばれて利用を促

進するという点で、増便あるいは利用促進

のための手だてを思い切って打つ必要があ

ると思いますが、町長、いかがでしょう

か。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 今、御提案いただい

たことについては、いろいろなことがミッ

クスされてのお話だと思っております。 

まず一つは、峠の湯の入浴者数をまだ増

やしていきたいという考えは、私も持って

おります。 

今、１１万５,０００人に入っていただい

て、仮に今の状態でいくと、あと１万人以

上は増えなければ、採算性を取るのは難し

いのかなと私は思ってはいるのです。 

その中で増やす場合、今の高齢の方々に

行ってもらうというか、バスを利用してい

ただくようにしているというのは、確かに

足がないからその足の確保をどうするか

と。 

今、町の中をバスが走っていますけれど

も、もーびーも走らせていて、今、業者が

この二つに関わっている。バスの運転手に

対して仕事がなくなるということを考え

て、その中の一つとして、いろいろな仕事

をやってもらっている中で峠の湯に１便を

走らせているという状況なのです。 

ですから、それをまず増やすということ

に対しては、走らせることができる環境に

あるかどうかということの確認と、従来の

枠ではもう無理なので、それに対して支出

することでその人員を確保できるかという

一つの判断だと思うのです。それもどうな

のかということで考えることができるかな

と思っています。 

それから、もう一つは、福祉政策でやっ

ている部分の中で高齢者のパスということ

でいけば、それもまたある意味では別な考

えだと思っているのです。 

皆さんに峠の湯の券を渡すのか、無料パ

スを渡すのかは置いておいて、そのような

場合にお風呂だけなのか。 

それから、そうではなくて、町の中で自

分の足を確保することをどうするかという

ことも、トータル的に内部の中で考えなけ

ればと。 

ですから、今言われたことのベースは、
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入浴者を増やしたいという一つの発生の中

で、これこれと言われたことは一つ一つ考

えていかないといけないことなのかなと思

っています。 

できるできないではなくて、今お話しさ

れたことについては、一つの考えという

か、内部でどうだろうかという検討はでき

るのかなと思っております。 

○議長（戸澤義典） １１番大江道男さ

ん。 

○１１番（大江道男） 残り僅かなので、

併せて二、三お聞きしますが、もーびーの

運転者の確保をきっかけにして、委託先の

運転手の確保ができないということで、今

までは便数を増やすことができなかったの

ですね。 

それで、町が補助制度をつくって全国に

発信して、移住促進策にも取り入れるとい

うことで、これは、全道的にもよくやって

いるなという声は聞こえてきます。 

一つは、そのことによって、果実として

どのぐらいの運転手が確保できているの

か。もう一つは、まだまだ働きたいのだけ

れど、なかなか地元で働き口がないという

声も聞こえるのですよ。 

地元で働きたいという方々を、さらにこ

の制度を活用してスキルアップして、運転

免許を二種にすると。そのことによって地

元で働けるよという宣伝は、まだ十分にで

きていないのではないかという思いもある

ものですから、運転手を確保するための現

在の到達度あるいは課題について。 

あわせて、私が無料バスの増便をという

と、必ず出てくるのは、いいのだけれど運

転手がいないのだということです。それで

は前に進みませんので、関わってお聞きい

たしたいと思います。 

○議長（戸澤義典） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹） ただいま

の運転手の確保状況について説明させてい

ただきます。 

昨年度の補正予算、それから令和４年度

から交通事業者の運転手確保に取り組んで

おります。 

現在、育成支援金として二種免許の取得

費用の２分の１を支援しておりますが、そ

れによって４名の運転手を確保しておりま

す。内訳といたしましては、バスが２名、

タクシーが２名となっております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） １１番大江道男さ

ん。 

○１１番（大江道男） 時間がありませ

ん。 

これは、いずれにしても、交流促進セン

ターの利用にしても、お年寄りが積極的に

町に出ていくという点でも、しかも安い、

できるだけ安い手段や方法があれば、バス

の増便というのは、町民全体が大変喜ぶ話

なので、さらに御研究いただきたいという

ことを最後に申し上げて終わります。 

○議長（戸澤義典） これで１１番大江道

男さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１４時２０分とします。 

午後２時１２分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後２時２０分 再開 

○議長（戸澤義典） 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） 〔登壇〕 それで

は、通告に従いまして質問させていただき

ますので、お取り計らいをお願いいたしま

す。 

街路樹の樹形を生かした景観づくりにつ

いて、質問をさせていただきます。 

町道における街路樹、特にイチョウの木

の剪定は、どのような理由で幹だけを残す

という強い剪定をしているのでしょうか。

樹形を無視したぶつ切り剪定が町の至ると

ころで見られます。 

第６期美幌町総合計画基本計画後期「４
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－４ 住みやすく美しい市街地機能の向

上」では「地域や各団体の理解と協力を頂

きながら、景観形成と保全を図るため、環

境美化の向上に取り組み、景観に対する意

識を高めることで、郷土愛のある美幌なら

ではのグランドデザインの形成を目指しま

す」とあります。この考えはどこまで進ん

でいるのでしょうか。 

街路樹の役割として、道路の景観をよく

することはもちろん、道路環境の保全（日

陰をつくる、排気ガスや騒音和らげる）、

交通の補助（車と歩行者の分離により、ス

ムーズな交通を確保する）、防災に役立つ

（火災の延焼防止、地震の際の建物の倒壊

を防ぐ）等のメリットが挙げられます。 

一方で、落ち葉問題は、デメリットとし

て住民から多く声が上がっていることも承

知しております。 

樹形を無視したぶつ切り剪定を行い、町

の景観の一つとして存続していくのか、本

来の樹形を保った街路樹として生かしてい

くための方法を考えるのか、あるいは、伐

採して新たな植樹を考えていくのか。住民

の生活と景観づくりについて、町長の考え

をお示しください。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 〔登壇〕 稲垣議員

の御質問に答弁いたします。 

街路樹における景観についてですが、第

６期美幌町総合計画基本計画後期における

市街地の景観形成と保全につきましては、

街路樹の落ち葉やビリ砂利の清掃、植樹ま

すへの花の植栽等、町民の皆様の御協力に

より、環境美化に多大な貢献をいただいて

おります。 

街路樹は景観ばかりではなく、交通安全

や防災などの重要な都市機能を果たしてお

り、町ではこれまで、街路整備や町道の改

良工事に併せて、街路樹を整備してきたと

ころであります。 

一方で、樹木の成長に伴う交通障害や落

ち葉の問題があり、剪定や伐採についての

苦情や要望が数多く、ある自治会からは、

街路樹撤去の要望も受けていることから、

景観と支障木解消のバランスが大きな課題

となっております。 

剪定作業を実施するに当たっては、直接

行う維持管理担当及び作業員に対し、平成

２７年度から、剪定作業の経験が豊富な方

の指導を受けながら実施しておりますが、

イチョウについては落ち葉の苦情が多いこ

ともあり、現状の剪定になっております。 

街路樹の植え替えについては、樹木の成

長度合いや地域住民からの要望等を考慮し

ながら、令和２年度には、学園通西側の一

部において実施し、今年度は栄通の一部に

おいて植え替え及び一部伐採を検討してお

りますが、路線全体の植え替えは現在予定

しておりません。 

今後につきましては、道路を往来する住

民の安全確保を基本に、老木化や病害など

の影響を受けている既存の街路樹の更新を

検討するとともに、環境美化・景観形成に

配慮した街路樹が維持されるよう、地域の

御理解をいただきながら取り組んでまいり

ますので、よろしくお願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） それでは、何点か再

質問をさせていただこうと思います。 

美幌町民憲章には「環境をととのえ、美

しいまちにしましょう」、この一文がござ

います。まさしく、美幌の名前を体現する

ような文言の一つであると私も思っており

ます。 

その中で、私自身も多くの仲間ととも

に、二十有余年、町を桜の名所にしようと

いうことで、桜の苗木を毎年５０本以上植

えている活動をさせていただいている一人

であります。 

街路樹の中には、ヤマザクラが数多く植

えられているところもありますし、以前、

私の住宅の前、国道でありますが、そこに
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も桜の木は植えられていましたが、土の環

境が悪かったのでしょうか、一昨年、伐採

されてしまった経緯があります。 

もちろん、そこは国道であるわけですけ

れども、今回、至るところで特に、イチョ

ウの木がぼっこのような形になっている

と、一体あれは何なのだろうと、非常に目

につくといいますか、気になりだしたら気

になりまして、今日このような質問をさせ

ていただくことにしました。 

町長、まちなかを歩いてらっしゃって、

あの木を見ることが、ぼっこのような街路

樹を見ていると思うのですが、素朴にあの

木を見てどのような感想をお持ちでしょう

か。何もなければないでいいのですが。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 正直な気持ち、悲し

いというか残念な思いであります。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） その答えだけで全て

が終わったのかなという気もするのです

が、冗談は別にして多分、町長の気持ち

は、多くの町民が思っていることであろう

と思います。 

先ほど、私は桜の木の植樹を二十何年や

っていますと言ったのですけれど、正直、

私が六十何年生きている中で、土や木をい

じるということは得手ではありません。 

しかしながら、そんな人間も毎日見かけ

る公園通、栄通、学園通、最近は緑園通も

歩きますけれども、ああいうところを歩く

につけ、車で走るにつけ、非常に残念な樹

形をしております。果たして、どのような

経緯であのような形にしなければならなか

ったのか。 

一応、大体の答えは答弁にはあるのです

が、改めて町民の要望が多いとありますけ

れども、もう少し具体的に、明確に聞きた

いと思うのですが、どのような声があっ

て、どのようにしてくれと、そのような会

議を何回ぐらい持たれて、それは毎年なの

か、十何年も前からなのか、あのようにな

った経緯をお示しいただければと思いま

す。 

○議長（戸澤義典） 建設部長。 

○建設部長（遠國 求） 一応、イチョウ

の木の剪定につきましては、過去、複数の

議員から一般質問等を通じて声が上がって

いるところでございますけれども、その都

度、現場の作業員に剪定の仕方等を指示し

ているところでございます。 

しかしながら、現場の作業員が現地で剪

定作業している際、付近の住民が近づいて

きて、剪定作業中にもっと強く剪定してく

れ、もっと短く剪定してくれと、強い要望

があります。 

その際に、上から切らないようにという

指示をしたところでトラブルにつながるた

め、それはなかなか言えないということ

で、強い剪定をせざるを得ないという経緯

があると聞いております。 

会議を持たれたかということでございま

すけれども、そのような会議等を実施した

経過はございません。 

いずれにいたしましても、付近住民にと

っては非常に厄介者であるということでご

ざいます。 

であれば、葉っぱの落ちない木に変えて

はどうかという話もございますけれども、

一方で、針葉樹は冷たい、あるいはまつぼ

っくりが落ちて踏んだら転んでしまうとい

うことがあります。 

街路樹については、これをやるとこれが

いいというベストな答えがなかなか見いだ

せないのが現状でありますので、御理解を

お願いしたいと思います。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） 剪定の最中に、その

ような住民の要望でいろいろと作業が進ん

でいったとなると、例えば、栄通も道新さ

ん辺りからずっと元の網走信金稲美支店ま

で、全ての方があのように激しく葉を切

れ、木を切れと言ったのでしょうかね。何

百メートルもつながっていますよね。 
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また、さらに言えば、元網走信金稲美支

店のほうも、町民会館とかあの辺の栄通か

ら見るとまだ新しめだと思うのですけれ

ど、幼木のときからバッサリいくというの

はどうも解せないのですが、そこも住民の

方の要望があったということで理解してよ

ろしいでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 建設部長。 

○建設部長（遠國 求） 特に、イチョウ

につきましては付近住民のほか、複数の自

治会から自治会要望として文書で、伐採ど

ころか撤去してという強い要望がありま

す。 

現実的に全部撤去することはなかなか難

しいので、妥協点というわけではないので

すけれども、そのような状況を踏まえて、

現在の強い剪定をやらざるを得ないという

状況でございますので、御理解をお願いし

たいと思います。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） 私が言うまでもない

と思うのですが、剪定というのは結局、生

きている木を、生きている樹木の組織を切

り取るという作業になるわけで、人に例え

ると手術に等しいと言われているのです。 

これは、ある知り合いの問屋さんから聞

いた話ではあるのですけれども、単なる床

屋さんに行って髪を切ってくれと言うのと

は訳が違うと、剪定というのは非常にデリ

ケートな問題だから、そこはしっかりと取

り組まないとという話をされています。 

手術である以上、その実行に当たって

は、対象となる樹木の何と言うのでしょう

か、イチョウならイチョウ、桜なら桜、い

ろいろな機能、特性があるわけですから、

それに見合った剪定をするというのが本来

あるべき姿だと、私は思っているのです。 

そこについてはいかがでしょう。何でも

いいから切れという話ではないと思うので

す。 

○議長（戸澤義典） 建設部長。 

○建設部長（遠國 求） 専門家に指導を

仰ぎながらというお答えもさせていただい

ておりますけれども、先ほど私も言ったと

おり、現場の住民はなかなか樹形を残せと

か、そのようなレベル以上の要求をされま

すので、トラブルを防ぐためにはそうせざ

るを得ない。 

繰り返しになりますけれども、そのよう

な状況にあるというのを御理解いただきた

いと思います。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） であれば、本当に街

路樹が存在する意味、意義はどうなのでし

ょうか。ただ、ぼっこが立っているだけの

街路樹のどこに需要があると考えますか。 

先ほど、私も質問の冒頭に、防災だとか

交通安全など、街路樹の用途としていろい

ろあるのはもちろん理解するところです

が、ぼっこが立っていればいいということ

で理解すればいいでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 建設部長。 

○建設部長（遠國 求） 具体的に、何セ

ンチ何メートルあればいいという基準はも

ちろんないのですけれども、防災上はある

程度、例えば、車が突っ込んできて歩行者

に衝突しないようにという防止機能は、あ

る程度あると思います。 

一方で、交通障害、具体的に言います

と、信号が見えづらい、あとは交差点の左

右が見えづらい、そのような部分で言いま

すと、枝が少なければ少ないほうがいいと

感じております。そのような部分のバラン

スが非常に難しいところでございます。 

そう言いながらも、枝は切ってしまって

はなかなか生えるものではございません。

現在、検討しているのは、別な樹種に入替

えを進めていった中でどのような形がいい

か、年次的にやっていきたいということを

代替策として考えているところでございま

す。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） 樹種の選定はこれか
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らなのかなという気はするのですが、現状

のものについては、もうこれ以上言っても

らちが明かないといいますか、今後どうし

ていくのかという話がやはり大事なところ

なのだろうと思っております。 

冒頭、町長がおっしゃいましたように心

苦しいと、見るたびに胸が痛む、そこまで

は言っていませんでしたか、そのようなお

言葉をいただいたと思います。 

先ほど、伐採する際に、剪定する際に専

門家の指導を受けているというお話があり

ました。この間も部長には確認させていた

だきましたけれども、この作業をされる方

というのは、町が直営でやっていらっしゃ

るということで、夏場は剪定だったり、道

路の清掃だったり、冬は除雪だったりと、

いろいろな仕事の中の一つとして剪定業務

があると理解するところであります。 

改めてもう一度聞きますけれど、それぞ

れの樹種によって、木によっていろいろ特

性がありますから、そこのところを専門家

から何回レクチャーを受けて木の剪定をし

ているか分かりませんが、どのような状況

なのでしょうか。学んでいるというのは。 

○議長（戸澤義典） 環境管理課長。 

○環境管理課長（影山俊幸） ただいまの

御質問ですけれども、直営作業員のレクチ

ャーの部分でございます。 

答弁書にも記載してございますが、過去

にもシルバー人材センターに所属する方

に、座学と実地で半日かけて御指導いただ

いた部分がございます。こちらは、平成 

２７年度、平成２８年度の２回でございま

す。 

また、昨年度は、枝の剪定の有識者とい

うことで、労働災害防止協会所属の会員の

方を講師としてお迎えしまして、町内の公

園にて剪定作業を指導の下、行ったところ

であります。 

このような講師の指導の中の一つとしま

しては、剪定は休眠中の冬季間ですとか、

直前の春が適期ですとか、あと自然樹形を

保つために、樹形をつくるのに欠かせない

枝、芽を残したりとか、不要な枝から落と

すとか、そのような部分を御指導いただい

ています。 

議員おっしゃられるように、木の自然治

癒力で切り落とした箇所を樹皮で覆うよう

なことに努めるようにと、指導を受けてい

るところでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） いろいろと指導は受

けているというところは理解するのです

が、あそこは公園通ですか、もう何年ぐら

い前になるのでしょうか、あそこの木を切

ったのが。もう四、五年ぐらいたつのでし

ょうか。ぼっこの木に葉っぱがまとわりつ

いていて、少し異様な光景が見受けられま

す。 

技術的なこと云々は、ただ難しいと言っ

てしまっては、ずっと未来永劫あのぼっこ

の街路樹が美幌町のシンボルになるのかと

いう話で、それは非常に許せないと私は思

っております。 

心の話をすると照れくさい部分がありま

すけれど、せんだって、経済教育常任委員

会で、子供に対して小中一貫教育のいろい

ろなビジョンを示すという中で、郷土愛と

いう言葉が出てくるわけですよ。自分の町

を愛する心という。 

この間、町長は、美幌峠で行われた交通

安全祈願祭で、道中の白樺並木はすてきで

すよねというお話をされていました。確か

に、白樺並木はきれいなのですが、そこか

らまちへ入って来たときにあの街路樹を見

て、観光客はどのような思いをするでしょ

うか。あのギャップはなかなか尋常ではな

いと思って、私は見ているのです。 

子供たちの目線から見ても、あれは非常

に許しがたい造形といいますか、形といい

ますか。ですから、教育委員会については

今回、指名しておりませんので答えなくて

もいいのですが、郷土愛を育むという言葉
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は、我々も簡単に口にしますけれども、今

後、子供たちの気持ちをそのようなところ

から。 

我々も美幌のまちは、シラカバはきれい

だけれど、まちなかの木は残念ですよねと

いう思いをさせて、この町で育ってほしく

ないなということを強く思うところであり

ます。 

最後ではないのですけれども、後半のほ

うになります。 

葉っぱは落ちるでしょうし、いろいろな

問題があると思うのですが、もう一度、今

現在考えうる今後の樹木剪定だとか、どの

ようなものを改めて想定というか、考えて

いらっしゃるのか、お話しいただける範囲

でお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） 環境管理課長。 

○環境管理課長（影山俊幸） 今後の樹木

の剪定という御質問でございます。 

こちらはまず、各自治会要望がございま

した路線が栄通でございますけれども、そ

の自治会の数が三つございまして、自治会

と協議をしながら剪定をさせていただきた

いと思っております。 

先ほど建設部長からも答弁がありました

ように、基本的には葉っぱが落ちて、そこ

の街路樹の目の前に暮らしていらっしゃる

住民の方々の負担が少しでも軽くなるよう

な部分と、枝の張り具合ですとか、また、

針葉樹になりますと、樹高が電線ですと

か、ＮＴＴの線ですとか、そのようなもの

の支障にできるだけならないようなものを

考えてございますが、まずは自治会さんと

協議をさせていただいて、今後の剪定を進

めていきたいと思っております。 

また、各自治会さんと第１回目の意見交

換をさせていただいておりますし、今後、

まず７月でありますけれども、自治会さん

の考え方をお示しいただきながら、検討し

てまいりたいと考えております。 

よろしくお願いします。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） イチョウの葉はよく

腐葉土にして堆肥だとか、肥料だとかにし

てという話を聞くのですが、ただ、イチョ

ウの葉はなかなか腐葉土になりにくいのだ

という説明も聞いています。そこは、栄通

はイチョウの木から違うものに変わるの

か。 

でも、先ほどの話を聞いていると、どう

なのでしょう。全部切り取ってくれという

声が多いのではないでしょうか。 

例えば、そのような要望が強い場合、ど

うなのでしょう。街路樹を伐採するという

ことは、考えとしてあり得るのかどうか。

どうでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 建設部長。 

○建設部長（遠國 求） 景観上の問題も

ありますので、全部伐採するということは

なかなか難しいかと思います。 

かといって、街路樹一本の木を全て植え

替えるとなると、伐採だけでなくて、いわ

ゆる根を掘り返すという作業も伴います。 

街路樹一本で数千万円の費用がかかると

試算されておりますので、なかなか短期間

では難しいと考えてございます。 

ということで、先ほど課長も答弁いたし

ましたけれども、今年度は自治会と相談の

上、まず数本にはなるかと思いますが、試

験的に植え替えを実施してまいりたいと考

えております。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） 一本の木を伐採する

のに数千万円ということですが、両サイド

で１路線という考えでよろしいですか。そ

れなら数千万円というのは理解するところ

ですが。 

例えば、イチョウから違う木に植え替え

る、それこそ今、街路樹の考えはいろいろ

なことがあるので、美幌の花である低木の

エゾムラサキツツジを植えるだとか、その

ような考えが一瞬よぎったのですけれど、

低木でも長く伸びる街路樹を考えるという

ことでよろしいですか。これから自治会と
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考えるという話ですけれど。 

○議長（戸澤義典） 建設部長。 

○建設部長（遠國 求） エゾムラサキツ

ツジという考えもございます。 

実は、公園通につきましては、既にエゾ

ムラサキツツジが植えられていまして、歩

行者の目線ではなく、自動車の運転手の目

線からは、非常に支障になるという声を聞

いております。 

エゾムラサキツツジについても高くなる

と支障となりますので、その辺は慎重に選

定をしてまいりたい、選定というのは樹種

の選定をしてまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） 今後いろいろ実証実

験といいますか、進めていくという考えは

理解いたしました。 

ただ、地元の住民の声も大事だから、そ

こはしっかりと聞き取って進めていくのだ

という考えも理解するところであります。 

先ほど、美幌町が直営で剪定をされてい

るという話で、もちろん予算のことは理解

するところではあるのですが、結局、素人

というと語弊がありますけれども、そのよ

うな方たちが木を切る中で、住民の方から

もっとああしてくれ、こうしてくれと。 

本来、仕事を頼まれているというか、町

の指示で剪定しているのに、その現場の人

の声で方式をといいますか、切り方を変え

ていくということがあってはならないので

はないかと、私は思っているのです。 

もちろん相談があって云々というのは理

解するのですが、それによって全部頭が切

られていくというのは、電線にひっかかっ

ているわけでもないし、くどいですけれ

ど、私としては許せない行為だなと思うの

です。 

てっぺんを切ることでもう真っすぐには

伸びませんから、あとは横から枝が伸び

て、そうすると枝を切らなければならない

という話になると思うのです。 

結局、きちんとした剪定業者、造園をす

る方というのでしょうか、そのような方に

きちんと依頼をして、景観づくりを今後し

ていくということはどうなのでしょう。そ

れは難しい話なのでしょうか。そのように

取り組めないですか。 

○議長（戸澤義典） 建設部長。 

○建設部長（遠國 求） 直営と外部委託

で恐らく、予算規模が相当変わってくるか

と思います。 

予算も限りある中で、今すぐやりますと

か、来年検討しますとはなかなか言えない

段階でございますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） 理解はしますけれ

ど、検討することにもならない、なかなか

検討も視野には入らないという答えだと思

います。 

景観は見栄えだけではないと言えばそれ

までかもしれませんけれども、先ほども言

いましたように、子供たちが、子供たちに

限らず、我々町民が歩く中で、いろいろな

ところ、至るところであれを見せられると

いうのは、何か罰ゲームをされているので

はないかというくらい、本当につらいもの

がありますよ。 

ただ、それはもちろん、大事なお金です

からいろいろな配分の中でやっていくとい

うことは理解するのですが、お金のことな

ので町長にお尋ねしますけれども、できる

範囲は今やっているのが精いっぱいだか

ら、このまま今の考えで通させてくれとい

うことでよろしいのでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 今の木の状況を見ま

すと、先ほど言ったのは本音なところであ

りまして、私も経済部にいたときに、木の

本来の形を維持するためにどうするかとい

うことで、いろいろみんなで研修をやった

りもしました。 

公園の中の木を今までは伸ばしたくない



 

－ 130 － 

から木の成長を止めてしまうとか。 

ですから、道路改良をしたり再整備をし

たときに、植樹ますをつくってそこに木を

植えるのであれば、その木を選んでほしい

ということは、木を植えることの責任はあ

るよねという話をします。 

今やっていると、桜なども植えています

けれども、桜がどのような木になって、将

来どうなってといったときに、結局、中で

根を止めて大きくならないようにという説

明は受けるのですけれど、本当にそうなの

かと。 

そう考えたときに、本来、街路樹がどの

ような役割を持つかということは、先ほど

答弁とかで言ったとおりなのですけれど

も、本当にそれはそのとおりできるのかと

いうこともきちんと考えなければいけない

と思うのです。 

それから、木を切った中で、なぜここま

で切るのと感じているものもあります。私

も近くにいる町民の方に大分怒られまし

た。私もコブシの木を見て「えっ」とびっ

くりしました。 

高さもまだ取れるよとか、そのようなこ

とも含めた中で、どのような育て方をする

ということを私たち、それから剪定に関わ

る人たちできちんと再認識する。 

また、現場でそのようなやりとりがある

のであれば、担当する人がきちんとお話を

する、それから、本来、街路樹をどうすべ

きかという話の中で、そこに植えてほしく

ないというのであれば、そのことも一つの

視野に置いて考えなければいけないと思う

のです。 

ですから、ほかに美観を保つため、植樹

ますに木が植えられているところも含め

て、住民の方々に花を植えていただいてい

ます。緑とか景観ということであればその

ような方法もありますし、必ずしも道路を

つくったから街路樹を植えなければいけな

いという従来の考え方を変えてもいいと、

私は思います。 

相手方に言われたから言われっ放しでは

なくて、なぜその木を植えているのだとい

う思いも含めて伝え、そのことを理解して

もらえるかどうかという話。 

その時代で、高齢になったからイチョウ

を植えると葉っぱが落ちて大変だからやめ

てくれと言われたときに、では、この葉っ

ぱを誰かが片付けるのであれば別に問題は

ないですねとか、そのようなことができる

かできないかですよね。これは、これから

きちんと向き合う必要があるかなと、私は

思います。 

それと、現在の木、電柱のような本来の

木でない形は改善していきたいと、私は思

っています。今、試験的にそれを伐採し

て、地域との話で街路樹という木を植える

ことが必要なのか、それとも、何かほかの

ものに変えられるのかということも考えな

いといけない。 

うちの部長もいろいろ苦しい答弁をしま

したけれども、若干、言っていることと変

わる部分もありますが、思いとすれば、ま

ちの中の景観をみんなでやる場合には、う

ちはきちんと向き合う、それから関わると

いうことをしっかりしていきたいと思いま

す。 

そして、ほかの町から来た方々が美幌の

まちはきれいだねと、ある一方では、花を

植えていただいて、入り口でみんなに花を

植えていただいて、そのような動きでしっ

かり保っているということ、その思いも大

切にして景観というものを守っていきたい

と思っております。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） そこで暮らしている

方たちの生活、暮らしというのが前提にあ

るということはもちろんなのですが、まち

と暮らしている人たちの共生というのでし

ょうか、先ほど部長もバランスということ

をおっしゃっていましたけれども、単に切

って終わりということではなく、なぜそこ

に街路樹があるのかという存在意義を理解
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していただくことと、今後とも町の景観を

保って、町の名に恥じないすてきなまちづ

くりを、行政と町民が一体となって今後も

進めていけるようなまちづくりに、私も協

力していきたいと思っております。 

以上で、質問を終わります。 

○議長（戸澤義典） これで７番稲垣淳一

さんの一般質問を終わります。 

以上で、一般質問を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 意見書案第２号 

○議長（戸澤義典） 日程第３ 意見書案

第２号ゼロカーボン北海道の実現に資する

森林・林業・木材産業施策の充実・強化を

求める意見書についてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先へ送付いたしま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 意見書案第３号 

○議長（戸澤義典） 日程第４ 意見書案

第３号物価上昇に見合う老齢基礎年金等の

引き上げを求める意見書についてを議題と

します。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先へ送付いたしま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第５ 意見書案第４号 

○議長（戸澤義典） 日程第５ 意見書案

第４号厳しい農業情勢を打開する改正基本

法と関連法案を求める意見書についてを議

題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する
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ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先へ送付いたしま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第６ 意見書案第５号 

○議長（戸澤義典） 日程第６ 意見書案

第５号２０２４年度北海道最低賃金改正等

に関する意見書についてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先へ送付いたしま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第７ 意見書案第６号 

○議長（戸澤義典） 日程第７ 意見書案

第６号地方財政の充実・強化に関する意見

書についてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先へ送付いたしま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第８ 意見書案第７号 

○議長（戸澤義典） 日程第８ 意見書案

第７号義務教育費国庫負担制度堅持・負担

率１／２への復元、３０人以下学級など、

教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向
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けた意見書についてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先へ送付いたしま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第９ 意見書案第８号 

○議長（戸澤義典） 日程第９ 意見書案

第８号道教委「これからの高校づくりに関

する指針」（改定版）を見直し、すべての

子どもにゆたかな学びを保障する高校教育

を求める意見書についてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先へ送付いたしま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１０ 報告第５号 

○議長（戸澤義典） 日程第１０ 報告第

５号令和５年度美幌町一般会計予算繰越明

許費繰越計算書について報告書の提出があ

りましたので、お聞きすることがあれば許

します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） ないようであります

ので、報告第５号令和５年度美幌町一般会

計予算繰越明許費繰越計算書については、

これで終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１１ 報告第６号 

○議長（戸澤義典） 日程第１１ 報告第

６号一般財団法人美幌みどりの村振興公社

の経営状況報告について報告書の提出があ

りましたので、お聞きすることがあれば許

します。 

１２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩） 数点ほど質問させ

ていただきます。 

この振興公社につきましては、複数の理

事会・評議会を経て、今回、決算報告そし

て予算計画ということが記載されていま

す。 
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まず、大きな１点目です。 

今、美幌町からいただいている管理料が

２,０００万円以上ということで、受けるお

金が今回の令和５年度の決算書、そして令

和６年度の計画書を見ても、減るような部

分がない。ということは、理事会におい

て、ずっとこのお金をもらい続けるしかな

いという話合いになったのか、それとも改

善計画があったのかということをお聞きし

たいです。 

３月議会においてもみどりの村改修計画

ということで、グランピングを含めた収益

が変わるということが説明されましたの

で、当然、評議員会・理事会の中でもその

説明があったのかなと思います。それであ

れば、令和６年度以降の計画の中にもしっ

かりその旨があるのかなと。 

ただ、見ていると、５年度も６年度も同

じであれば、同じ収益で同じお金がかかっ

ている、経営改善が何もない。経営改善が

何もないのであれば困るので、結果的に経

営改善計画はどこまで話が進んでいるのか

という全体的な経営計画についての話合い

について。 

これは、町長より理事長に聞かないとい

けないですけれど、現況の計画、今後の改

修計画、予算を執行するに当たり、経営改

善計画も含めてどのような審議があったの

か、そこのところの中身をしっかりお教え

願いたい。 

そして２点目です。 

これらの計画に当たり、振興公社に対し

て、理事長に対して、執行部、美幌町のほ

うから経営に対する指導なり、計画方針へ

の打診があったのかどうか。振興公社でな

くて美幌町、行政側からどのように受けて

いるのか。 

副町長は執行部ですから、ダブっている

のでなかなか言いにくいとは思うのですけ

れど、その辺、行政からの指導がどうだっ

たのかということをはっきり教えてもらい

たい。 

そして３点目。 

この振興公社に働いている人方は、いっ

ぱいいるではないですか。まだ若い人、し

っかり頑張っている人、将来がある方々、

この方々の将来もこの振興公社がしっかり

支えていくことが重要だと思います。 

これらについての責任を理事長が持って

いるのかどうか。 

この３点をお願いします。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） ただいま３点、御

質問いただきました。 

まず、令和５年度、令和６年度の予算の

考え方として、理事会・評議員会での審議

状況ということでございますけれども、こ

ちらにつきましては、令和５年度は決算状

況という形でお話をさせていただいており

ますが、当初、町からの予算におきまして

は、前年度の利用状況等を踏まえて予算措

置させていただきました。 

キャンプ場、グリーンビレッジ等の利用

者が増えた分については精算をさせていた

だき、委託料と負担金を払っているという

状況でございます。 

この決算書と予算書の審議の中では、利

用者の利用率向上に努めてくださいという

お話が出ているだけで、あとは特段これと

いう意見は出ていないというところでござ

います。 

また、再整備につきましては、こちらの

公社の議案とは別に、みどりの村再整備計

画として町の基本構想については説明をさ

せていただいておりますし、これからの整

備状況についてもその都度、説明をしてい

きたいというお話はしております。 

その整備の中では、ソフト事業の部分等

に対する御意見はいただいているところで

ございます。 

あと、公社に対する経営の指導という部

分でございますけれども、先ほどお話した

とおり、みどりの村の利用者へのサービス

向上に努めて、町内外の多くの方々に利用
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していただき、学びだとか憩いの場として

親しんでいただけるような運営に心がける

よう伝えているところでございます。 

将来の公社の職員に対する責任はという

ことですが、当然、職員に対する責任はあ

ると思っております。 

○議長（戸澤義典） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩） 収益ですね。当

然、理事会ですから、経営会議ですから、

その中で、今年度も去年と同じ収益しか上

がりませんと。収益確保についての議論を

本当にきちんとしたのか。 

現況、５年度と６年度は同じでいいよと

はならないと思うのです。というのは、今

後、改修計画があるのであれば、それに向

けた体制づくりだとか、検討会だとかを当

然に進めるべきではないですか。 

行政側が進めている計画がもう動いてい

る中で、公社の経営としてそれを見据えて

どうするのだという会議がきちんとできな

かったのかなと。それについて、そのよう

なことでいいのかなと。 

経営ですから、町のお金が出ているので

すから、その覚悟を持って、理事長が理事

会・評議員会できちんと説明を尽くしてい

ないのではないかなと思うのですけれど、

そこのところをもう一度お願いします。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） 公社の経営状況に

ついての説明がしっかりとなされていない

という御意見、御質問だと捉えております

けれども、こちらについては、町が予算を

出す段階から前年度の利用者状況等を把握

して、その中で予算を措置して公社に支出

するという形をとっております。 

公社としましては、町からの受託指定管

理料の中で運営していくのですが、もらっ

ている分をそのまま使うという形ではなく

て、経費の削減にも努めておりますし、指

定管理料の収入増に努めています。 

令和５年度でいきますと、キャンプ場、

グリーンビレッジの宿泊者は、しっかりと

コロナ禍前までに増加を図っているという

ところがありますので、その部分を理事、

評議員にも説明をして、公社の職員は頑張

っていますよということをしっかりと説明

しているところでございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩） 経営ですから、理

事会・評議員会で、現在、美幌町から入っ

てくるお金そのままを基に決算するのでは

なくて、減らす努力という部分が見えてい

ないのです。そのようなところで、本当に

今の回答だと、検討会議なり、経営会議な

りがしっかりできているのか。 

理事長からしっかり話合いをして、やる

ことをやっていますと言うのであれば、去

年と今年も町から入ってくるお金が同じで

いいということにはならないと思うので

す。 

経営者ですから、理事会も経営者ですか

ら、町民の税金がこれだけ多く入ってきて

いるのだということの重さをどのように感

じて経営会議をやったのか、この一つだ

け、今の部分をお願いします。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） 経営会議というこ

とですけれど、決算書の中で見てもらいま

すと、当初予算では町の予算を例えば、指

定管理料収入７６０万円と見ております

が、決算額の中では１,０００万円という形

で、しっかり努力した部分は減額して、町

からの委託料を減額しているという状況に

もあります。 

このような部分をしっかり努力してやっ

ていただくということは、職員に対してお

話ししているところでございます。 

○議長（戸澤義典） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩） ２点目、今、経営

会議をしっかりやっているという表現を使
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われましたけれど、逆に今度、町からお金

をもらうということで、当然、町のお金が

入ってきますので、それについて、町から

経営そして事業内容について、何かきちん

とした形で、今後のことも含めて、行政か

ら指導なり何かをきちんと受けているのか

どうか。 

そして、それをしっかり実行して、今後

の計画をどうしていくのか検討をしっかり

しているかどうか、お願いします。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） まず、町からにつ

きましては、毎月、公社に行って連絡会議

という形で意見交換というか、情報共有を

図っているところでございます。 

年に３回、理事会・評議員会、役員会に

ついては、その都度、経営状況を含めて決

算状況、予算の執行状況、事業内容等につ

いての説明をさせていただいているところ

でございます。 

ということで、再整備の部分について

は、今言ったようにこれからの部分でござ

いますので、計画内容を説明しているとい

うところで止まっております。 

よろしくお願いします。 

○議長（戸澤義典） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩） 先ほど最初に言っ

たのですけれど、３月議会において、我が

議会には２月の段階から、みどりの村を 

１０億円かけて直すよと、これだけすごい

計画をつくりますよと説明がありました。 

その中で今回は、それ以降の発表ですけ

れど、その段階で当然、理事会・評議員会

でみどりの村を直しますよと、これだけお

金をかけていろいろなことやりますよと、

そうすると途中で休業したり、途中で計画

を変えたりと。 

それを、理事会・評議員会の中で１０億

円の重さをしっかりと協議して、美幌町か

ら受けた話をやったのかということなので

す。 

ですから当然、美幌町からも１０億円を

投資して直すということにおいて、しっか

り振興公社でできますか、もしくはやって

もらいたい、今の経営体制の中で滞りなく

できるのかということの確認が取れない

と、このみどりの村の改修計画に当たって

は、それを受ける振興公社で数年間続くの

ですから。 

その計画をきちんとしていないと、経営

計画、経営会議が成り立たないのかなと思

ったので、説明がされたかされていないか

というのは大きいと思って質問したので

す。その辺、行政から指摘がなかった、あ

ったということをはっきりしてほしいので

す。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） 再整備につきまし

ては、再整備構想をしっかりと説明はさせ

ていただいております。 

それによって今回は、老朽化した施設の

更新と新しい機能を設けるというお話をし

て、国から受ける交付金については当然、

収益の改善がなければもらえないというお

話はさせていただいているところでござい

ます。 

その中で、今後の運営については、まだ

お話はしていないのですけれども、やはり

みどりの村という部分を一体的に管理して

いくことが一番、効率がいいだろうという

話をさせていただいております。 

この後の全員協議会でもお話はしようと

思っておりますが、公社が担う新しいグラ

ンピングの機能につきましては、朝晩の食

事の提供だとかが出てきますし、そのよう

な部分を踏まえますと、公募により指定管

理者制度が好ましいという形では、公社と

も話はさせていただいているところでござ

います。 

そのようなことで、整備後の運営につい

てはそのような形で進んでおりますので、

御理解いただきたいと思います。 

○議長（戸澤義典） １２番松浦和浩さ
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ん。 

○１２番（松浦和浩） 今、みどりの村振

興公社で働いている総務系の職員と、作業

系の人だとかがいるのですけれど、この

方々も数年、一生懸命働いている中で頑張

っているよと、将来に向けてしっかりみど

りの村で働きたいという希望の方たちが多

いと思うのです。 

過去にいた方も、残念ながら退職された

方もいるし、入れ替わった方もいるけれ

ど、これからこれだけ大きな事業を迎える

ということで、やはり振興公社で働いてい

る人方も大変な仕事が増えるかなと思いま

す。 

何よりも、現在、町から毎年毎年お金を

入れることによって、未来永劫経営が続く

といっても、補填を受けているのであれ

ば、給料が上がるのか上がらないのか、定

期昇給がどれだけあるのか、退職金だと

か、そのようなところがどうなのか。 

そうなると、１０億円というお金をかけ

て直すという委託を受けている以上、その

職員の身分をしっかりと確定させないとい

けないかなと思うのですが、その辺の心構

えについて、理事長の考えを最後にお願い

します。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） まず、先ほどもお

話したとおり、公社の再整備に当たっては

収益の増加、黒字化を目指すという部分で

ありますので、その部分についてはしっか

りとやっていきます。 

みどりの村自体としては、公共的な部分

と収益を上げる部分との２種類があります

ので、完全な黒字化というのは難しいのか

なと思うのですが、収益のある部分につい

ては当然、収支が黒字となるような考えで

おります。 

また、公社の職員については、公社の給

与規程の中で退職者の退職金の規程があり

ますので、その中で支払いはしていきます

し、将来に向けてというか、この運営がど

うなるかによっては、今いる従業員という

か、職員の意向を聞きながらしっかり守っ

ていきたいと考えているところでございま

す。 

○議長（戸澤義典） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩） 最後にすみませ

ん。 

理事長が、将来に関する運営がどうなる

かという部分を初めてしゃべられたもので

すから、将来に対する運営がどうなるかと

言われると、将来の運営でどのようなこと

が不安なのかとなってしまいます。改善し

ながら将来このまま続けるということがあ

るのかなと、僕は思ったのですよ。 

これが、将来に対する運営のやり方が違

うというのであれば、理事長としてこの経

営はどうなるのかということを、もう１回

しっかり説明してください。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） 先ほどお話しした

とおり、みどりの村の管理運営について

は、民間の公募による指定管理者制度を進

めるという形で考えておりますけれども、

まだその募集をしておりませんし、その公

募に対して決定しているわけではございま

せんので、今はっきり申し上げることはで

きません。 

もし仮に、民間の事業者による指定管理

者制度でいけるという形になれば、今度、

公社を今後どうするかというのを今、公社

の職員にその部分も含めてお話はしている

のですけれど、決定する前にしっかり説明

していきたいと考えております。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） 今のに関連して、先

ほど理事長である副町長が説明していた 

２０６ページに、理事会や評議員会の開催

でどのような案件を協議しているかという

ことだったのですけれども、先ほどの説明
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ですと、みどりの村の再整備についてきち

んと説明しているような話でした。 

私ちょっと疑問に思ったのですが、理事

会の開催や評議員会のときに、そのことが

一切、書かれていない理由を教えてくださ

い。単純に疑問を持ちましたので。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） ２０６ページでご

ざいますけれども、この理事会の中では説

明をしておりません。 

今年の２月に理事会という形ではなく

て、臨時で理事と評議員の方に集まってい

ただき、再整備の説明をさせていただいて

おりますので、正式な理事会の中では説明

していないということでございます。 

また、今年に入って令和６年度では、理

事会の中のその他という形で、基本構想の

修正した部分の説明をさせていただいてお

りますので、その分は今回、決算としては

出てこないことから表示されておりませ

ん。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） 確かに、理事会と評

議員会の開催関係ということで載せていま

すけれども、理事会や評議員会でなくて

も、１０億円もかけるようなこれだけ重大

な再整備について話しているとしたら、こ

この中に載せない理由とは何なのでしょう

か。 

逆に、私はそのようなことが十分されて

いないのかなと、先ほどの説明から何とな

く感じ取ったものですから。 

今後、そのようなことについては、理事

会でも評議員会でもないから、みどりの村

振興公社の会議の中には載せる必要がない

という見解なのでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） 決してそのような

隠しているということでもなくて、今回、

掲載しない理由というのはございませんけ

れども、大変申し訳ありませんが掲載され

ていなかったということで、御理解いただ

ければと思います。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） それでは、報告第６

号一般財団法人美幌みどりの村振興公社の

経営状況報告については、これで終わりま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１２ 報告第７号 

○議長（戸澤義典） 日程第１２ 報告第

７号専決処分の報告について。 

配付のとおり、報告書の提出がありまし

たので、お聞きすることがあれば許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） ないようですので、

報告第７号専決処分の報告についてはこれ

で終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１３ 報告第８号 

○議長（戸澤義典） 日程第１３ 報告第

８号専決処分の報告について。 

配付のとおり、報告書の提出がありまし

たので、お聞きすることがあれば許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） ないようであります

ので、報告第８号専決処分の報告について

はこれで終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１４ 報告第９号 

○議長（戸澤義典） 日程第１４ 報告第

９号専決処分の報告について。 

配付のとおり、報告書の提出がありまし

たので、お聞きすることがあれば許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） ないようであります

ので、報告第９号専決処分の報告について

はこれで終わります。 
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――――――――――――――――――― 

◎日程第１５ 報告第１０号 

○議長（戸澤義典） 日程第１５ 報告第

１０号例月出納検査報告について（２月～

４月分）。 

配付のとおり、報告書の提出がありまし

たので、お聞きすることがあれば許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） ないようであります

ので、報告第１０号例月出納検査報告につ

いて（２月～４月分）はこれで終わりま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１６ 議員の派遣について 

○議長（戸澤義典） 日程第１６ 議員の

派遣についてを議題とします。 

お諮りします。 

議員の派遣については、配付のとおり派

遣することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本件は配付のとおり派遣す

ることに決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１７ 閉会中の継続調査について 

○議長（戸澤義典） 日程第１７ 閉会中

の継続調査についてを議題とします。 

各委員長から会議規則第７５条の規定に

よって、配付のとおり申出があります。 

お諮りします。 

各委員長からの申出のとおり、閉会中の

継続調査とすることに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、各委員長からの申出のとお

り、閉会中の継続調査とすることに決定し

ました。 

──────────────────── 

◎閉会宣告 

○議長（戸澤義典） 以上で、本定例会に

付議されました案件は全部終了しました。 

会議を閉じます。 

これで、令和６年第４回美幌町議会定例

会を閉会します。 

お疲れ様でした。 

 

午後３時２７分 閉会   
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